
再生紙を使用
しています。
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この橋のマークは13ページを見てね！
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今年１年も強い心身で

今月のもくじ

協働のまちづくり推進条例
確定申告
保健だより
情報インフォメーション
市民病院
射水お出かけガイド

2-5
6-9

14-15
16-22

23
24-25

－ 武道稽古始 －

　新年の武道稽古始が市内各地で行われました。1月4日に市柔道連盟の稽古始
が新湊武道館で行われ、小・中・高校生らが参加し汗を流しました。今年の夏に
全国高校総体の柔道競技が射水市で開催されることもあり、熱の入った稽古が見
られました。
　また、1月8日には、射水市剣道連盟の稽古始が小杉体育館で、また射水市弓道
連盟の射初め式が大島弓道場でそれぞれ行われ、新年最初の稽古に汗を流しました。

今月の表紙
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射
水
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
す
！

ShiminKyodo

平
成
24
年
４
月
１
日
施
行
の
「
射
水
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
を
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
19
年
度
を
「
市
民
と

行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
元

年
」
と
位
置
付
け
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
議
の
設
置
や
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
基
本
指
針
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
指
針
に
基
づ
き
27
地
域
振
興
会
の

設
立
、
地
域
型
市
民
協
働
事
業
や
提
案

型
市
民
協
働
事
業
の
実
施
、
ま
た
、
人

材
育
成
を
図
る
観
点
か
ら
射
水
ま
ち
づ

く
り
大
学
の
開
学
、
地
域
振
興
会
の
活

動
拠
点
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
設
置
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
回
、
市
民
協
働
に
関
す
る
ル
ー

ル
や
仕
組
み
を
明
確
化
し
、
改
め

て
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
た
め
、
射

水
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
市
議
会
や

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
、
自

治
会
連
合
会
、
地
域
振
興
会
連
絡
協

議
会
と
の
協
議
や
、
市
民
の
方
々
か

ら
の
多
く
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
制

定
し
た
も
の
で
す
。

● 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

 

推
進
会
議

　

こ
の
会
議
は
市
民
と
行
政
と
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
設

置
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
関
連
事
業

に
関
し
て
、
市
長
へ
提
言
等
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
協
働
の
概
念
や
方
向
性
等

を
定
め
た
「
射
水
市
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
基
本
指
針
」
や
「
射
水
市
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
条
例
（
案
）
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

● 

地
域
型
市
民
協
働
事
業

　

こ
れ
ま
で
市
が
実
施
し
て
い
た
事
業

の
中
か
ら
、
地
域
振
興
会
が
実
施
す
る

こ
と
で
、
よ
り
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
事
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

（
平
成
23
年
度
は
26
事
業
）。
ま
た
、
地

域
振
興
会
で
は
、
地
域
の
課
題
解
決
や

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
事
業
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

● 

提
案
型
市
民
協
働
事
業

　

市
民
の
自
由
な
発
想
を
生
か
し
た
効

果
的
か
つ
効
率
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
の
事
業
を
公
募
し
、
提

案
団
体
と
市
が
協
働
で
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
提
案

す
る
「
公
募
提
案
型
」
と
地
域
振
興
会

が
提
案
す
る
「
地
域
提
案
型
」
と
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
。
平
成
20
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
「
公
募
提
案
型
」
は
、

こ
れ
ま
で
に
13
事
業
が
採
択
さ
れ
、
平

成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
地
域

提
案
型
」
に
は
、
８
事
業
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

● 

射
水
ま
ち
づ
く
り
大
学

　

魅
力
あ
る
射
水
市
を
創
造
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
22

年
度
か
ら
開
学
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
第
１
期
生
27
名
、
第
２
期
生
22
名

の
合
計
49
名
の
方
々
が
卒
業
さ
れ
、
大

学
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
団
体
で
、
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

 

設
置

　

地
域
振
興
会
の
活
動
拠
点
と
し
て
、

平
成
23
年
４
月
に
市
立
公
民
館
27
館
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
移
行
し
ま

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

従
来
ま
で
の
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
の

機
能
を
始
め
、
「
地
域
づ
く
り
の
場
」

「
地
域
住
民
の
交
流
の
場
」
と
し
て
の

機
能
も
備
え
た
施
設
と
し
て
位
置
付
け

て
い
ま
す
。

条
例
制
定
の
背
景

1

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
組

2

◀
地
域
提
案
型

（
平
成
23
年
度 

子
ど
も

 

支
援
事
業
の
様
子
）

▶
公
募
提
案
型

（
平
成
23
年
度 

元
気
UP
き

ら
り
運
動
教
室
の
様
子
）

▲会議の様子

▲ワークショップの様子

▶
生
涯
学
習
活
動
の
様
子

▶
海
岸
清
掃
大
量
ゴ
ミ
の
処
分
事
業
の
様
子

▲地域ぐるみ除排雪講習会の様子

▲自主防災訓練の様子

▲お誕生日会（コミュニティセンター児童室）の様子

▲フラワーガーデン事業の様子
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協
働
の
領
域
と
そ
の
拡
大

4
　

協
働
の
領
域
と
は
、
市
民
等
と
市

が
、
互
い
の
特
性
や
長
所
を
生
か
し
て

協
働
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
と

効
果
的
・
効
率
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
つ
な
が
る
領
域
で
す
。

　

協
働
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
行
政
が
行
っ
て
き
た
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
見
直
し
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
も
協
働
の
領
域
と
し
て
拡
大
を
し

て
い
き
ま
す
。

市民等が
中心の領域

市民等が
中心の領域

市が中心の
領域

市が中心の
領域

協働の領域

協働の領域

公共サービスの見直し・多様化する市民ニーズ

協
働
事
業
の
推
進

市民等が主体性を
発揮できる領域

市民等と市が協力
して取り組む領域

市が役割を
担う領域

※条例とその解説は、市のホームページで
　ご覧いただけます。

問合せ先

まちづくり課（小杉庁舎）
☎ 57-1622　FAX 57-1977

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
に
「
事
業
の
協
働
化
」
を
挙
げ

て
い
ま
す
。

◆
　
市
民
等
と
市
は
、
協
働
で
実
施

を
し
た
方
が
よ
り
効
果
的
に
実
施

で
き
る
事
業
は
、
積
極
的
に
協
働

化
を
推
進
し
ま
す
。

◆
　
既
に
協
働
で
実
施
し
て
い
る
事

業
は
、
地
域
や
団
体
ご
と
に
検
証

を
行
い
、
協
働
に
な
じ
ま
な
い
事

業
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◆
　
市
民
等
か
ら
の
提
案
で
協
働
を

推
進
し
ま
す
。
市
民
等
と
市
が
相

互
に
協
議
・
検
討
し
、
適
切
に
役

割
を
分
担
す
る
こ
と
で
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
市
民
等

の
活
力
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

◆
　
市
は
、
広
報
い
み
ず
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
を

活
用
し
、
事
業
内
容
や
実
施
状
況

等
を
公
表
し
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
「
市
の
役
割
と
支
援
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

◆
　
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
等
の

参
画
を
得
て
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
市
政

へ
の
参
画
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
す
る
よ
う

努
め
ま
す
。

◆
　
地
域
の
身
近
な
課
題
解
決
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
の
実
情
を
よ
り
理
解
し
て
い
る
地
域
振

興
会
等
と
の
間
で
適
切
な
役
割
分
担
を
行
い
、

地
域
振
興
会
等
の
実
施
事
業
は
、
自
主
性
や
自

立
性
が
発
揮
で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

◆
　
市
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
職
員
も
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
地
域

振
興
会
等
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
積
極
的
に

参
画
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

◆
　
協
働
を
推
進
す
る
た
め
に
財
政
的
支
援
や
人

材
育
成
、
活
動
拠
点
の
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

事
業
の
協
働
化
〔
第
9
条
〕

市
の
役
割
及
び
支
援�〔
第
8
条
、第
10
条
〕

条
例
の
概
要

3
　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に「
大
切
に

す
べ
き
こ
と
、
ル
ー
ル
、
進
め
方
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

◆
　
協
働
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
お
互
い
を
対
等

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
尊
重
し
、
一
方
が
指
示
し
た

り
、
下
請
け
的
な
関
係
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
　
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
市
民
等（
市
民
、地
域
振
興
会
、市

民
活
動
団
体
、事
業
者
）が
自
主
的
に
活
動
す
る
こ
と
を

尊
重
し
、
市
民
等
と
市
の
双
方
が
自
立
し
た
存
在
と
な
る

よ
う
努
め
ま
す
。

◆
　
市
民
等
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
役
割
を
理
解
し
、

お
互
い
の
特
性
や
特
徴
を
生
か
し
て
協
力
・
連
携
し
ま
す
。

◆
　
事
業
を
協
働
し
て
実
施
す
る
目
的
や
目
標
、
そ
の
過

程
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

◆
　
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
市

は
、
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市
民
等
が

保
有
す
る
情
報
も
積
極
的
に
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
情

報
の
共
有
を
行
い
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に「
市
民
等
の
役
割
」を
挙
げ
て
い
ま
す
。

◆
　
市
民
は
、
自
ら
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
自
分
が
で
き
る
こ
と

を
考
え
、
意
欲
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
地
域
振
興
会
が
実
施
す
る
地

域
活
動
や
市
政
に
参
画
し
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
地
域
振
興
会
等

の
理
解
を
深
め
、
活
動
の
趣
旨
に
賛
同
し
協

力
し
ま
す
。

◆
　
地
域
振
興
会
は
、
地
域
住
民
組
織
の
代
表

と
し
て
、
地
域
の
意
見
や
要
望
を
把
握
し
、

地
域
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
や
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

て
自
主
的
に
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
市
と

の
連
絡
調
整
の
役
割
を
担
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
振
興
会
は
、
継
続
性
の
あ
る
運
営
を
行

う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
総
意
に
基
づ
い

て
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
　
市
民
活
動
団
体
は
、
団
体
の
運
営
と
活
動

内
容
を
公
表
し
、
社
会
的
関
心
を
高
め
る
よ

う
努
め
、
自
ら
が
持
つ
専
門
性
や
先
駆
性
を

生
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
ま
す
。

◆
　
事
業
者
は
、
地
域
社
会
に
対
す
る
貢
献
活

動
を
通
じ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
ま

す
。

協
働
の
基
本
原
則
〔
第
3
条
〕

目　

的
〔
第
１
条
〕

市
民
等
の
役
割〔
第
4
条
～
第
7
条
〕

　

本
条
例
制
定
の
目
的
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

◆
「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
考
え
の
下
、
市
民
や
地

域
振
興
会
等
並
び
に
市
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
市
民
活
動
団
体
の
定
義

　
「
市
民
活
動
団
体
」
と
は
、
市
民
活
動
を

組
織
的
・
継
続
的
に
行
う
団
体
を
い
い
ま

す
。
こ
の
条
例
で
市
民
活
動
と
は
、
市
民
自

ら
課
題
を
見
付
け
、
自
発
的
、
自
主
的
に
取

り
組
む
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
社
会
貢
献

活
動
を
い
い
ま
す
。

　

な
お
、
宗
教
の
教
義
や
政
治
上
の
主
義
を

広
め
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
た
活
動
、

特
定
の
候
補
者
や
政
党
を
支
持
す
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
す
る
活
動
は
除
き
ま
す
。
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「所得税・住民税の申告相談会」は、
９ページの日程表のとおり行います。

所得税・住民税
の申告は、 ３月15日（木）までに！

平成23年分所得税・
平成24年度住民税の申告期間は、

平成24年
　２月16日（木）から
　３月15日（木）までです。

問合せ先　課税課（大島庁舎）☎52－7960

所
得
税
が

還
付
に
な
る
方
（
一
例
）

●
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
方

●
給
与
所
得
者
で
、
前
年
の
途
中

で
退
職
し
、
年
末
調
整
を
受
け
な

か
っ
た
方

●
住
宅
を
新
築
、
購
入
、
増
改
築
さ

れ
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
対

象
に
な
る
方

※
給
与
や
年
金
等
か
ら
源
泉
徴
収

（
天
引
き
）
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
ま
す
。

　

申
告
の
際
は
、
源
泉
徴
収
票
等
の

「
源
泉
徴
収
税
額
」
欄
に
税
額
が

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
名
義
の
口
座
に
還
付
さ
れ
ま

す
。
申
告
相
談
会
に
は
、
口
座
番

号
等
が
分
か
る
も
の
（
通
帳
等
）

を
ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

（
一
例
）

●
印
鑑
（
認
印
）

●
給
与
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

（
原
本
）

●
各
種
控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明

書
（
原
本
）

●
収
支
内
訳
書
（
事
業
、
農
業
、
不

動
産
所
得
が
あ
る
方
。
帳
簿
や
各

種
領
収
証
等
を
も
と
に
各
自
作
成

し
て
く
だ
さ
い
。）

●
還
付
金
の
振
込
先
が
分
か
る
も
の

（
本
人
名
義
）

平
成
23
年
分
の
所
得
税
か
ら
適
用
さ
れ
る

主
な
改
正
点

申
告
が
必
要
な
方
（
一
例
）

所
得
税
・
住
民
税
の

申
告
相
談
会

◎
扶
養
控
除
及
び
障
害
者
控
除
の
改
正

①
年
齢
が
16
歳
未
満
の
方
に
対
す
る
扶
養
控
除
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

②
年
齢
が
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
方
に
対
す
る
扶
養
控
除

の
上
乗
せ
部
分
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。（
63
万
円
→
38 

万
円
）

③
扶
養
控
除
の
改
正
に
伴
い
、
扶
養
控
除
に
加
算
さ
れ
て

い
た
同
居
特
別
障
害
者
加
算
は
障
害
者
控
除
の
額
に
加

算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
年
金
所
得
者
の
申
告
手
続
き
の
簡
素
化

　

平
成
23
年
中
の
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円

以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
年
分
の
公
的
年
金
等
に
係
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
年
分
の
確
定
申
告
を
要
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

※
こ
の
場
合
で
も
、
生
命
保
険
料
控
除
や
医
療
費
控
除
な
ど

を
申
告
さ
れ
る
こ
と
で
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
は

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
申
告
を
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
、
各
種
控
除
が
適
用
さ
れ
ず
、
住
民
税
の
税
額
が
高

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
公
的
年
金
等
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、

住
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

☆
寄
付
金
控
除

　

震
災
関
連
寄
付
金
（
日
本
赤
十
字
社
、
中
央
共
同
募
金

会
な
ど
へ
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
し
て
直
接
寄
付
）
な

ど
の
特
定
寄
付
金
を
支
払
わ
れ
た
場
合
、
寄
付
金
控
除
の

対
象
と
な
り
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
分
か
ら
新
た
に
条
例
で
定
め
ら
れ
た
こ

と
で
、
社
会
福
祉
法
人
等
へ
の
寄
付
も
控
除
対
象
と
な
り
、

範
囲
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

※
申
告
に
は
領
収
書
な
ど
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

＊
所
得
税
の
申
告

　

平
成
23
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

●
事
業
所
得
（
営
業
、
農
業
な
ど
）

や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
っ
た
方

で
、
23
年
中
の
所
得
金
額
が
所
得

控
除
（
基
礎
控
除
、
扶
養
控
除
な

ど
）
の
合
計
額
を
超
え
る
方

●
複
数
の
年
金
収
入
（
雑
所
得
）
等

が
あ
っ
た
方
で
、
所
得
金
額
が
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方

※
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か

つ
、
そ
れ
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
の
場
合
は
、
確
定

申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
（
主

な
改
正
事
項
参
照
）。

●
給
与
所
得
者
で
、

①
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
の
合
計
金
額
が
20
万
円
を

超
え
る
方

②
給
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
受
け

た
方

③
給
与
の
年
収
が
2
千
万
円
を
超

え
る
方

●
土
地
、
建
物
な
ど
を
売
っ
て
利
益

が
あ
っ
た
方
（
高
岡
税
務
署
で
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
）

●
生
命
保
険
契
約
な
ど
の
満
期
払
戻

金
に
、
一
時
所
得
と
し
て
所
得
税

が
か
か
る
方

●
９
ペ
ー
ジ
の
日
程
表
を
ご
覧
に
な

り
、
な
る
べ
く
指
定
さ
れ
た
日
に

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
都
合

の
つ
か
な
い
方
は
、
指
定
日
や
指

定
会
場
以
外
で
申
告
相
談
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
会
場
は
、
大
変
混
雑
し
、
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

郵
送
に
よ
る
提
出
や
便
利
な
電
子

申
告
（
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
）
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。（
７
ペ
ー
ジ
Ｑ
＆

Ａ
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。）　

●
次
の
方
は
、
申
告
相
談
会
で
受
付

で
き
ま
せ
ん
。
高
岡
税
務
署
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

・
譲
渡
所
得
（
土
地
、
建
物
、
株

式
）
が
あ
る
方

・
青
色
申
告
を
選
択
さ
れ
て
い
る

方
・
雑
損
控
除
を
受
け
る
方

・
配
当
所
得
の
分
離
申
告
が
あ
る

方
・
耐
震
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
省
エ

ネ
改
修
工
事
や
認
定
長
期
優
良

住
宅
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
が
あ
る
方

＊
住
民
税
の
申
告

　

平
成
24
年
1
月
1
日
現
在
、
射
水

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
前
年
中
に
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
住

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

●
営
業
、
農
業
、
漁
業
、
地
代
、
家

賃
、
年
金
、
配
当
、
一
時
所
得
な

ど
の
所
得
が
あ
っ
た
方

●
給
与
所
得
の
他
に
所
得
が
あ
っ
た

方
●
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
収
入
の

な
か
っ
た
方
（
配
偶
者
控
除
、
扶

養
控
除
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
方

を
除
き
ま
す
。）

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
、
住
民
税
の

申
告
は
不
要
で
す
。（
一
例
）

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方

②
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務

先
か
ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方

③
所
得
が
年
金
の
所
得
だ
け
で
、
日

本
年
金
機
構
等
か
ら
市
役
所
に
公

的
年
金
等
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
方

税
務
署
や
申
告
相
談
会
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
す
が
？

 　

郵
送
に
よ
る
申
告
や
電
子
申
告
（ｅ

―

Ｔ
ａ
ｘ
）
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

   

ま
た
、
所
得
税
の
還
付
申
告
の
方
は
、

既
に
税
務
署
で
申
告
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
か
ら
、
申
告
書
の
提
出
は
、
で
き

る
だ
け
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
高
岡
税
務
署
（
☎
21

―
２
５
０
１
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

収
入
は
、給
与
所
得
（
年
末
調
整
済
み
）

と
農
業
所
得
（
20
万
円
以
下
）
だ
け
で

し
た
。
申
告
は
必
要
で
す
か
？

　

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

が
20
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
（
所
得
税
の
確
定

申
告
は
不
要
で
す
）。
ま
た
、
営
農
組

合
員
の
方
も
、
営
農
組
合
が
発
行
し
た

農
業
所
得
金
額
が
分
か
る
書
類
を
も
と

に
、
申
告
が
必
要
で
す
。

医
療
費
控
除
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

本
人
又
は
本
人
と
生
計
を
一
に
す
る

配
偶
者
や
そ
の
他
の
親
族
の
た
め
に
医

療
費
（
10
万
円
あ
る
い
は
総
所
得
金
額

等
の
５
％
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
金

額
を
超
え
る
医
療
費
）
を
支
払
っ
た
場

合
の
控
除
で
す
。
な
お
、
所
得
税
の
還

付
申
告
を
し
た
場
合
、
既
に
源
泉
徴
収

（
天
引
き
）
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ

れ
ま
す
（
医
療
費
等
が
戻
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。）。
申
告
の
際
は
、
源
泉

徴
収
票
等
の
「
源
泉
徴
収
税
額
」
欄
に

税
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
告
相
談
会
に
は
、
領
収
書
を
人
ご

と
、
病
院
ご
と
に
分
け
て
、
金
額
を

計
算
し
て
ご
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
平
成
23
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
実
際
に
支
払
っ
た
医
療
費
に

限
り
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
支

払
い
が
22
年
以
前
の
も
の
は
今
年

（
23
年
分
）
の
控
除
の
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
る
寄
付
先
の

変
更
は
あ
り
ま
す
か
？

　

寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
る
寄
付
先

は
、
新
た
に
条
例
で
定
め
ら
れ
た
こ
と

で
、
範
囲
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

例
：
特
定
公
益
増
進
法
人
（
社
会
福
祉

法
人
、
学
校
法
人
、
公
益
財
団
・
社
団

法
人
、
更
生
保
護
法
人
な
ど
）

平
成
23
年
中
に
所
得
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
申
告
は
必
要
で
す
か
？

　

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
、
国
民
年

金
の
免
除
申
請
、
所
得
証
明
書
等
の
発

行
を
す
る
場
合
等
に
は
、
住
民
税
の
申

告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（
配
偶
者
控

除
、
扶
養
控
除
の
対
象
に
な
っ
て
い
た

方
を
除
き
ま
す
。）

QQ Q

QQ

A

よ
く
あ
る　
　

＆
Q

A

A A

AA

確定申告はお早めに 確定申告はお早めに
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確定申告はお早めに 確定申告はお早めに

所得税・住民税 申告相談会 日程表
【受付時間】　午前９時～午前11時・午後１時～午後４時30分

申告期間中は大変混雑が予想
されますので、指定された日
に申告会場へお越しください。

下会場
下村コミュニティセンター
2階　研修室

大島会場
大島コミュニティセンター
2階　会議室

大門会場
大門庁舎
3階　会議室

小杉会場
小杉庁舎
3階　会議室

新湊会場
高周波文化ホール（新湊中央文化会館）

3階　第3研修室
月　日 地　区　名 地　区　名 地　区　名 地　区　名 地　区　名

２
月

16 木 塚原地区
（川口・朴木・坂東） 金山地区 西広上・広上・上条団

地・上条・島

17 金 塚原地区（松木・宮袋） 金山地区 堀内・下条・土合・土
合北部

20 月 休館日 黒河・池多地区 牧田・西村・本村・荒町・
円池・松原・宮新田

21 火 塚原地区
（沖塚原・寺塚原） 黒河・池多地区

布目沢・小泉・山ノ谷・
新田・大久保・竹原・
梅ノ木

22 水 作道地区
（津幡江・久々湊・野村）

大江地区
（大江・鷲塚・稲積）

水戸田・竹鼻・開口・
藤巻

23 木 作道地区
（殿村・今井・沖）

大江地区
（大江・鷲塚・稲積） 生源寺・市井・若林

24 金 作道地区
（作道・神楽町） 中太閤山・橋下条地区

中村・棚田・大門本江・
あおば台・安吉・本田・
下若

27 月 作道地区
（作道・神楽町） 中太閤山・橋下条地区 二口・柳町・二口南

28 火 作道地区（高木・布目・
鏡宮・鏡宮弥生） 中太閤山・橋下条地区

中町・田町・文京町・雄
神町・錦町・枇杷首・倉町・
西町・旭町・幸町

29 水 片口地区（片口久々江・
新片町・高場新町） 三ケ地区 緑ヶ丘・庄和町・栄町・

雇用促進住宅

３
月

1 木 片口地区
（片口・片口高場） 三ケ地区 小林・鳥取 堀岡地区（堀岡古明神・

射水町・草岡町）

2 金 放生津地区
（中新湊・二の丸町） 三ケ地区 新開発・常磐町 堀岡地区（堀岡・堀岡

明神新・堀岡新明神）

5 月 放生津地区
（放生津町・立町） 戸破地区 今開発・本開発 堀岡地区（海竜町） 

七美地区（七美）

6 火 放生津地区（八幡町） 戸破地区 若杉・南高木・北高木

七美地区（七美中野・
七美二丁目） 
本江地区（本江中新・
本江三箇・本江利波・
本江後新・足洗新町・
かもめ台）

7 水
放生津地区

（越の潟町、海王町） 
庄西町

戸破地区 八塚・土田

本江地区（本江・本江
針山・本江針山新・本
江針山開・本江西・南・
東・北・中）

8 木 新湊地区（庄川本町） 戸破地区 中野 大江地区（小杉白石・
西高木）

9 金
新湊地区（港町） 
※ 夜間申告相談 

【午後 6 時～午後 8 時】

戸破地区 
※ 夜間申告相談 

【午後 6 時～午後 8 時】

小島１区・小島２区 
※ 夜間申告相談 

【午後 6 時～午後 8 時】

下地区（加茂中部・加
茂東部・下村三箇・山屋） 
※ 夜間申告相談 

【午後 6 時～午後 8 時】

12 月 新湊地区（本町） 南太閤山地区 小島３区・小島４区・
さくら台

下地区（白石・八講・
摺出寺・倉垣小杉）

13 火 新湊地区
（中央町・桜町） 南太閤山地区 赤井 海老江地区

（海老江・浜開新町）

14 水 新湊地区
（西新湊・三日曽根） 太閤山地区 大島北野・西園・新町・

三島野・新富町

海老江地区（海老江練
合・海老江七軒・海老
江浜開）

15 木 新湊地区
（善光寺・緑町） 太閤山地区 大島全地区

海老江地区（東明西町・
東明中町・東明東町・
東明七軒）

●３月９日（金）の夜間相談はどなたでもご利用いただけます。（地区割の制限はありません。）
●ご都合のつかない方は、指定日や指定会場以外で申告相談を受けることもできます。
●申告会場が混み合った場合、受付終了時刻を繰り上げる場合がありますのでご了承願います。
●下記の１～５については高岡税務署で申告相談を受けてください。
　１．譲渡所得（土地・建物・株式）がある方　２．配当所得の分離申告がある方　３．雑損控除を受ける方
　４．耐震・バリアフリー・省エネ改修工事や認定長期優良住宅の住宅借入金等特別控除がある方　５．青色申告を選択されている方

商工会議所・商工会主催
自営業者のための決算・
確定申告相談日程

■新湊地区 ■小杉地区

■下地区■大門地区 ■大島地区

月　日 時　間
２月17日（金）

13：30～16：30

２月21日（火）
２月24日（金）
２月28日（火）
３月５日（月）
３月７日（水）
３月９日（金）
３月13日（火）

月　日 時　間
２月29日（水）

13：30～16：30
３月５日（月）
３月８日（木）
３月13日（火）

月　日 時　間
３月１日（木）

13：30～16：30
３月７日（水）
３月９日（金）
３月12日（月）

月　日 時　間
３月６日（火）

13：30～16：30
３月９日（金）
３月12日（月）
３月14日（水）

月　日 時　間
２月27日（月）

13：30～16：30
３月２日（金）
３月７日（水）
３月12日（月）

●場所・申込み先
　射水商工会議所
� ☎84−5110

●場所・申込み先
　射水市商工会　本所
� ☎55−0072

●場所・申込み先
　射水市商工会　下支所
� ☎59−2325

●場所・申込み先
　射水市商工会　大門支所
� ☎52−3510

●場所・申込み先
　射水市商工会　大島支所
� ☎52−1329

※対　象　自営業者
※共　催　新湊青色申告会
　　　　　射水青色申告会
※事前予約制となっていますので、
　必ず申込みをお願いします。

　介護保険料を遺族年金・
障害年金から引き落とし

（特別徴収）されている方
で、確定申告に納付証明が
必要な方は、「介護保険料
納付証明書」を発行します
ので、各地区の行政セン
ター又は長寿介護課へお問
い合わせください。
問合せ先
　長寿介護課（新湊庁舎）
　☎82－1952

確定申告時の
介護保険料納付証明　平成23年12月に、「東日本大震災の被災者等に係る国税関係法

律の臨時特例に関する法律の一部を改正する法律」などが施行さ
れ、所得税などの国税に関して、東日本大震災で被害を受けられ
た方や復興推進に向けた取組を対象として、新たな税制上の措置
が追加されています。
　平成23年4月に施行された「東日本大震災の被災者等に係る国
税関係法律の臨時特例に関する法律」で創設された税制上の措置
と合わせて、東日本大震災で被害を受けられた方等は、所得税な
どの軽減・免除を受けることができ、確定申告などの手続きを行
うことで、税金の還付を受けることが出来ます。
　詳しくは、高岡税務署（☎21－2501）にお問合せいただくか、
これらの措置を解説したパンフレット等が国税庁ホームページ
（http://www.nta.go.jp/）に掲載されますのでご覧ください。

税務署からのお知
らせ

東日本大震災で被害を受けられた方へ

e-Tax を利用される場合の受付時間は次のとおりです。

e-Taxの受付時間（送信可能時間）
期　　間 ～３月15日（木） ３月16日（金）～

利用可能
時　　間

24時間
月曜～金曜日（祝日等を除く）
午前８時30分～午後９時
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photograph

　大島絵本館で、「おおしま手づくり絵本コンクール」の表彰式が
行われ、最優秀賞の文部科学大臣賞に県立高岡工芸高校１年、大
野賀世さんの作品「ホタテガール〜ほんじつもだしびよりでござ
います」が選ばれました。
　受賞者を代表し、大野さんは「小学校２年生の時から今回で９
回目の応募で、最優秀賞を受賞できてうれしい」と喜びを語りま
した。
　また、金賞・射水市長賞は、小杉東部保育園しろ組が受賞し、
園児たちが壇上で紹介されました。
　手づくり絵本コンクールは、園児から高校生まで全国18都道府
県から948点の応募があり、入賞30点、入選40点が選ばれていま
す。
金賞　射水市長賞
　　　　「たからもの　ぼくたちとかぶとむし」
� 小杉東部保育園年長　しろ組
奨励賞　「そらのクレヨン」� 片口小学校４年　井出　莉咲
奨励賞　「おいしくな〜れ！」�大島南部保育園年長　ひまわり組
奨励賞　「おてがみ」大島小学校１年　東　良祐
奨励賞　「めろんのつるのぼうけん」
� おおぞら保育園年長　豆川　公汰郎

　射水市成人式がアルビス小杉総合体育センターで行われ、
男性353人、女性366人計719人の新成人が参加しました。
�　式典では、新成人を代表し、石

いし

川
かわ

�凌
りょう

さん（海老江練合）
と一

いち

守
もり

未
み

稀
き

さん（中央町）が「射水市が住みやすく活気のあ
るまちになるよう貢献したい」と力強く宣言しました。
�　越中大島太鼓のアトラクション後、新成人は恩師や同級
生らとの久しぶりの再会に、話を弾ませていました。 　下村加茂神社で「鰤

ぶり

分け神事」が行われ、塩鰤を奉納し無病息災を祈りました。出世魚の
鰤にあやかり新年を祝う行事で、平安時代には税の物納として京都下鴨神社に鰤が奉納され
た記録があります。氏子を代表し、堀　久廣さんが６本の塩鰤を１本づつ高く掲げ、「下村」・

「倉垣小杉」・「柳瀬」など奉納した地区名を大きな声で読み上げました。その後、鰤は切り
分けられ、鏡餅とともに氏子宅へ届けられました。

　射水市消防出初め式が小杉庁舎前で行
われ、消防団員や消防職員ら500人が参
加しました。女性消防団によるポンプ放
水に続いて消防本部職員が、勇壮なはし
ご登りを披露し、技を繰り出すごとに会
場からは大きな拍手が上がっていました。
　また、10日には海王岸壁で潜水隊の
初泳ぎ訓練が行われ、新湊消防署の潜水
隊員が今年一年の水難事故ゼロを願い、
初訓練に臨みました。
　伏木海上保安部の巡視船「たちかぜ」
も参加し、潜水隊員６人は次々に水深８
ｍの海に飛び込み、訓練を行いました。

17
12 子どもたちの手づくり絵本が揃う

新成人の誓いを新たに

平安時代から続く伝統の神事

1年の無火災、安全を誓う
—おおしま手づくり絵本コンクール2011—

—射水市成人式—

—鰤分け神事—

—消防出初め式／潜水隊初泳ぎ訓練—

1
1

8
1

7
1

10
1

小杉東部保育園

大島南部保育園
▲消防出初め式

▲潜水隊初泳ぎ訓練

　射水市元旦マラソン2012が、新湊・大門の両会場で
行われ651人が出場しました。新湊会場では、296人が
放生津八幡宮前を午前零時にスタートし、4.2㎞のコー

スを走りました。また大門会場は、335
人が午前10時に大門小前をスタートし、
一般５㎞コースと、ファミリー３㎞コー
スで、新年の走り初めを楽しみました。

2012年の走り初め
—新湊・大門元旦マラソン—1

1

▲新湊会場

◀大門会場
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17
問合せ先
長寿介護課（新湊庁舎）
☎82－1952

問合せ先
長寿介護課（新湊庁舎）
☎82－1952

問
合
せ
先　

港
湾
商
工
課

　

み
な
と
ま
ち
づ
く
り
班（
新
湊
庁
舎
）
☎
82

−

１
９
５
５

問合せ先　射水消防署　☎56−0119／新湊消防署　☎82−8333

　
出
火
件
数
は
、
建
物
火
災
9

件
、
車
両
火
災
3
件
、
そ
の
他

火
災
4
件
の
16
件
で
、
前
年
に

比
べ
１
件
増
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
建
物
火
災
に
よ
る
焼
損
棟
数
は
10

棟（
全
焼
1
・
半
焼
１
・
部
分
焼
4
・
ぼ
や
4
）で
前

年
と
同
数
で
し
た
。

　
出
火
原
因
別
で
は
、
火
の
粉
が
3
件
、
摩
擦

熱
・
屋
内
配
線
・
不
明
が
そ
れ
ぞ
れ
2
件
、
そ
の
他（
ガ
ス
こ
ん
ろ
・
石
油
ス

ト
ー
ブ
・
放
火
な
ど
）が
7
件
で
し
た
。

　
な
お
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
数
は
、
死
者
2
人
、
負
傷
者
2
人
で
前
年

に
比
べ
2
人
減
少
し
ま
し
た
。

　
救
急
出
場
件
数
は
２
，７
７
４
件
、
搬
送
人
員

は
２
，５
９
６
人
、
で
前
年
に
比
べ
出
場
件
数
で

は
26
件
の
増
加
、
搬
送
人
員
で
は
37
人
減
少
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
射
水
市

民
の
約
36
人
に
１
人
が
救
急

車
で
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
事
故
種
別
で
は
、急
病
が
最
も
多
く
１
，６
４
８

件
、
搬
送
人
員
は
１
，５
２
２
人
で
約
59
％
を
占
め
、
次
い
で
一
般
負
傷

３
８
４
件
、交
通
事
故
２
９
０
件
で
、そ
の
他
４
５
２
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
年
齢
別
に
み
る
と
65
才
以
上
の
方
が
全
体
の
約
57
％
を
占
め
ま
し
た
。

　
救
助
出
動
件
数
は
53
件
で
、
前
年
に
比
べ
1

件
増
加
し
ま
し
た
。
救
助
さ
れ
た
方
は
10
人
で

前
年
に
比
べ
8
人
減
少
と
な
り
し
ま
し
た
。

　
事
故
種
別
で
は
、
交
通
事
故
24
件
、
火
災
9

件
、
水
難
5
件
、
自
然
災
害
3
件
、
機
械
に
よ

る
事
故
2
件
、
そ
の
他
10
件
で
し
た
。

　
な
お
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、

射
水
市
か
ら
緊
急
消
防
援
助
隊

と
し
て
、
宮
城
県
名
取
市
へ
延

べ
50
日
間
、実
員
95
人
の
救
助
隊
員
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２３
年
版
　
火
災
・
救
急
・
救
助
の
概
要

今
月
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
新
湊
大
橋

開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
だ
よ
。

　
　
　
新
湊
大
橋
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　
今
年
は
新
湊
大
橋
が
開
通
す
る
記
念
の
年
だ
よ
。

昨
年
12
月
21
日
に
新
湊
大
橋
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
実

行
委
員
会
設
立
総
会
が
行
な
わ
れ
て
、
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
が
発
表
さ
れ
た
ん
だ
。

　
こ
の
マ
ー
ク
は
、
開
通
記
念
事
業
の
関
連
記
事

や
、
ポ
ス
タ
ー
等
に
利
用
し
、
事
前
に
祝
賀
ム
ー
ド

を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
し
た
も
の

な
ん
だ
よ
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
コ
ン
セ
プ
ト

　
新
湊
大
橋
が
明
る
い
未
来
・

輝
く
希
望
・
つ
な
が
る
地
域
・

伸
び
行
く
人
や
物
の
交
流
を
、

架
け
橋
と
な
っ
て
つ
な
い
で
い

く
イ
メ
ー
ジ
を
、
七
色
に
輝
く

虹
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

※
使
用
希
望
の
問
合
せ
は
、
港
湾
商
工
課
み
な
と
ま

ち
づ
く
り
班（
新
湊
庁
舎
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
開
催
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
、
昨
年
公
募
し
た
と
こ
ろ
41

通
の
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
実
行
委
員
会
で
イ
ベ
ン
ト
を
選
定
し
、
決
ま

り
次
第
、
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ
は
「
つ
な
が
る
」

つ
な
が
る
希
望　

～
地
域
活
性
化
の
チ
ャ
ン
ス
～

つ
な
が
る
地
域　

～
Ｓ
42
の
港
口
切
断
か
ら
～

つ
な
が
る
港　

～
伏
木
富
山
港
３
港
の
連
携
強
化
～

つ
な
が
る
人
の
輪

　
　
　

～
射
水
市
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
～

つ
な
が
る
日
本
へ
、
世
界
へ

　
　
　

～
環
日
本
海
交
流
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
～

ＮＯ.

10

ム
ズ
ム
ズ
く
ん
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

の

今
月の
キ
ー
ワ
ー
ド

室内の体操で「生活不活発病」を予防！
　高齢者にとって寒い季節は日々の行動範囲が狭くなり、また体を動かす機会も少
なくなりがちです。このように不活発な生活が続くことで起きる「生活不活発病」
が、介護の必要な状態や認知症につながる原因になります。
　寒い季節だからこそ、家の中でできる簡単な体操で、筋力低下や消化機能低下を
予防し、足腰を弱らせないようにしましょう。

いすを使った足腰を鍛える運動　　　　 膝痛予防の運動

足指･足首の運動

腰痛予防の運動

後ろ蹴り出し 太もも上げ 膝伸ばし スクワットつま先立ち

それぞれ10回を1セットとして、1日1～3セットをめやすに行いましょう。

膝がつま先より
前へ出ないよう
にする

膝の下に
丸めたタオルを
入れ膝でつぶす

　
三
ケ
地
域
振
興
会

市
民
協
働
の
現
場
か
ら

　

三
ケ
地
域
振
興
会
で
は
、
平
成
23
年
度
地
域
提
案
型
市
民
協
働
事

業
に
採
択
さ
れ
た「
こ
ど
も
支
援
事
業
」（
お
ひ
さ
ま
キ
ッ
ズ
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
幼
稚
園
、
児

童
館
等
を
活
用
し
、
小
学
校
低
学
年
、
保
育
・
幼
稚
園
児
を
対
象
と

し
て
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
郷
土
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
ま
つ
り
等
の

伝
承
も
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
を
通
じ
て
、
助
け
合
い
の
心
や
自
然

等
を
大
切
に
す
る
心
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
心
を
養
い
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
取
組

6
月　

保
育
経
験
者
や
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
児
童

委
員
を
中
心
に「
子
ど
も
支
援
メ
ン
バ
ー
」34
名
を
選
出

7
月　

お
ひ
さ
ま
キ
ッ
ズ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト（
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
手
品
、
七
夕
飾
り
）

8
月　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

9
月　

三
ケ
ふ
れ
あ
い
館
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

10
月　

手
形
と
り（
三
ケ
地
域
文
化
祭
へ
展
示
）

11
月　

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
飾
付

12
月　

ク
リ
ス
マ
ス
会

1
月　

か
る
た
遊
び

2
月　

豆
ま
き
（
節
分
）

　

毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
の
午
前

10
時
か
ら
、
三
ケ
ふ
れ
あ
い
館
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　
三
ケ
地
域
振
興
会（
三
ケ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）�

☎
55

−

１
２
１
４

　

ま
ち
づ
く
り
課（
小
杉
庁
舎
）
☎
57

−

１
６
２
２

クリスマス会

オープニングイベント

火　災救　急救　助 １６件（昨年より1件増）２,７７４件（昨年より２６件増）５３件（昨年より1件増） 　　建　物　９件（＋１）
　　車　両　３件（－３）
　　その他　４件（＋３）
※死者２人、負傷者２人

急　　病� １,６４８件（＋３２）
一般負傷� ３８４件（－２）
交通事故� ２９０件（－２６）
その他� ４５２件（＋２２）

交通事故� ２４件（＋４）
火　　災� ９件（＋１）
水　　難� ５件（－３）
そ　の　他� １５件（－１）

【例】Ａさんの場合… （最初の予約）行き：９時便／帰り：11時便

Ａさんの場合、予約していた11時便を９時40分までに連絡をすれば10時便に変更することが出来ます。

9時40分までに電話　10時の便に予約変更

9時40分までに電話　 9時の便に予約変更

10時10分に電話　　10時の便に予約変更

可能

不可

不可

手をつなごう。

手をつなごう　プロジェクト in 新湊大橋

デマンドタクシーで予約変更をする　 ですルール

変更を希望する便の20分前までに電話

帰りは、行きの便と
同じ便に乗れません

既に発車している便には乗れません

★予約をキャンセルする場合は、必ず事前に電話してください★
問合せ先　生活安全課（大島庁舎）☎52−7966　（デマンド専用大門タクシー　☎52−0532）

今日病院すいとって、
9時半に終わったがい。

11時まで待っとんがだやいの〜。
変更しようか〜。　　　　　

例

Ａさんの

場 合
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問合せ先 ・健康推進課（新湊庁舎）

・新湊保健センター

・小杉保健センター

☎82－1954　FAX82－3175

☎82－8416　FAX82－8419

☎56－3007　FAX56－3008

・大門保健センター

・大島保健センター

・下村保健センター 

☎52－7070　FAX52－7071

☎52－7970　FAX52－5595

☎59－8021　FAX59－8022

・１歳６か月児健康診査、３歳６か月児健康診査、
　予防接種は、個人通知をしませんので、
　毎月の広報いみずを見て会場へお越しください。

・１歳６か月児健康診査、３歳６か月児健康診査、
　予防接種は、個人通知をしませんので、
　毎月の広報いみずを見て会場へお越しください。2月号

項 目 対 象 者 対 象 地 区 実 施 日 会 場 受 付 時 間

健
　
　
診

３～４か月児健康診査
Ｈ23年10月生

大門・大島 ２月７日（火）大門保健センター

13:00～13:15

新湊 ２月15日（水）射水市民病院
小杉・下 ２月22日（水）小杉保健センター

Ｈ23年11月生
大門・大島 ３月６日（火）大門保健センター

新湊 ３月７日（水）射水市民病院

１歳６か月児健康診査

Ｈ22年７月生
大門・大島 ２月１日（水）大門保健センター

新湊 ２月３日（金）新湊保健センター
小杉・下 ２月８日（水）小杉保健センター

Ｈ22年８月生
新湊 ３月２日（金）新湊保健センター

小杉・下 ３月７日（水）小杉保健センター
大門・大島 ３月９日（金）大門保健センター

３歳６か月児健康診査 
（むし歯予防教室をあわせて実施）

Ｈ20年８月生
小杉・下 ２月２日（木）小杉保健センター

新湊 ２月９日（木）新湊保健センター
大門・大島 ２月16日（木）大門保健センター

Ｈ20年９月生
小杉・下 ３月１日（木）小杉保健センター

新湊 ３月８日（木）新湊保健センター

教
　
　
室

むし歯予防教室
（１歳６か月児・３歳児）

Ｈ22年７月生、Ｈ21年
２月生の教室参加者

新湊②・大門・大島 ２月14日（火）大門保健センター
新湊①・小杉・下 ２月27日（月）小杉保健センター

むし歯予防教室
（２歳児・２歳６か月児）

Ｈ22年２月生、Ｈ21年
８月生の教室参加者

新湊①・小杉・下 ２月６日（月）小杉保健センター
新湊②・大門・大島 ２月23日（木）大門保健センター

Ｈ22年３月生、Ｈ21年
９月生の教室参加者 新湊①・小杉・下 ３月５日（月）小杉保健センター

相
　
　
談

ぴよぴよ相談（身体計測、育児・
母乳相談、絵本の読みきかせ、離乳食
実習）※離乳食実習は小杉・大門のみ

生後８か月まで 全市
２月３日（金）下村保健センター

9:30～10:00２月15日（水）大門保健センター
３月６日（火）小杉保健センター

にこにこ相談
（身体計測、育児・栄養相談、
　食事の話と試食）

生後９か月以降 全市

２月10日（金）大島保健センター

9:30～10:00
２月20日（月）小杉保健センター
２月29日（水）新湊保健センター
３月９日（金）下村保健センター

予
防
接
種

Ｂ Ｃ Ｇ
Ｈ23年10月生

大門・大島 ２月９日（木）大門保健センター

13:00～13:30
新湊 ２月17日（金）新湊保健センター

小杉・下 ２月24日（金）小杉保健センター
Ｈ23年11月生 大門・大島 ３月８日（木）大門保健センター

（2月1日～3月10日）

※対象地区以外で健診等を受診される場合は、お住まいの地区の保健センターへご連絡ください。
　新湊①　片口・堀岡・海老江・本江・七美地区　　　　新湊②　中伏木・新湊・放生津・塚原・作道地区

※来月初旬までの日程を掲載しています。

大門総合体育館
２月21日（火） 午後１時20分開　催　日

集合場所

集合時間

※持参するもの：内履き・水分補給の飲み物・タオル
　　　　　　　　スタンプシート（持っている方）
※どなたでも参加できます。
※暖かい服装でお越しください。
※スタンプ７個以上集めた方を次回（３月15日）に
　「ウォーキング長者」として表彰します。

歩いて！集めて！楽しく健康づくり

いみず元気
ウォークスタンプラリー

スタンプを集めながら楽しく健康づくりをしましょう！ 
どなたでも参加できます。

in大門（室内）

◆◆◆ 家庭でできるインフルエンザ対策 ◆◆◆
《一人ひとりの予防が感染拡大を防ぎます。一層の感染予防に取り組みましょう》

◇うがい・手洗い・マスクがあなたを守る

　インフルエンザはおもに感染者の咳やくしゃみ、つばに含まれるウイルスを吸い込むこと

で感染（飛沫感染）します。外出後はうがいと手洗いを徹底して体についたウイルスを除き

ましょう。咳やくしゃみをしている人がいれば近寄らない。マスクで

防ぐことも大切です。

● せきをしている人はマスクをつけましょう。
● せき・くしゃみの際はティッシュなどで口と鼻を押さえ、
　 周りの人から顔をそむけましょう。
● 使用後のティッシュはすぐにゴミ箱に捨てましょう。
● うがい、手洗いを忘れずに。
● 十分な休養とバランスのよい食事を。

悩みや困りごとを抱えている方を対象に、専門の相談員による総合相談会を開催します。
一人で悩まずに話してみませんか。皆様からの相談をお待ちしています。

相　談　日　2 月 26 日（日）午後 1 時 30 分～午後 4 時 30 分（午後 4 時で受付終了）
場　　所　小杉社会福祉会館
対　象　者　こころの健康、多重債務、労働問題、大切な方を亡くしたなど、
　　　　　いのちに関する相談を希望する方（本人、家族、友人など周囲の方も可）
そ　の　他　事前予約不要、相談無料、秘密厳守
問合せ先　富山県厚生部健康課　☎ 076 − 444 − 3223
　　　　　富山県高岡厚生センター射水支所地域健康課　☎ 56 − 2666
　　　　　健康推進課（新湊庁舎）　☎ 82 − 1954

こころと暮らし、いのちの相談会

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥
♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

　献血にご協力を！
　　市では、右記のとおり全血献血を実施します。
　　例年、冬季間は血液が不足しがちです。
　　多くの市民の皆さんのご協力をお願いします。

　　日時及び場所

　　2月29日（水）
　・大門総合会館　　　　　午前9時～正午　

　・射水市役所大島庁舎　　午後1時30分～午後4時

3月1日（木）～7日（水）は「子ども予防接種週間」です
　4月からの入園、入学に備えて、必要な予防接種を済ませ、病気を未然に防ぎましょう。
　現在、保育園幼稚園年長児、中学1年生、高校3年生に相当する年齢の方で、麻しん風しん
予防接種がお済みでない方は、平成24年3月31日までに接種しましょう。
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問合せ先へ、
ご確認ください。
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○
看
護
師　

若
干
名

募
集
期
限　

２
月
17
日
㈮

試
験
日　
　

２
月
24
日
㈮

○
パ
ー
ト
視
能
訓
練
士

募
集
人
数　

１
人

給
料　

時
給
１
︐１
０
０
円

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
応
談
可
）

資
格　

視
能
訓
練
士

○
パ
ー
ト
薬
剤
師

募
集
人
数　

１
人

給
料　

時
給
１
︐８
０
０
円

○
パ
ー
ト
看
護
師

募
集
人
数　

若
干
名

給
料　

時
給
１
︐３
５
０
円

○
パ
ー
ト
調
理
員

募
集
人
数　

１
人

勤
務
内
容　

病
院
食
の
調
理
補

助
（
交
代
勤
務
あ
り
）

給
料　

時
給
８
８
５
円

問
合
せ
先　

市
民
病
院
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
82
―
８
１
０
０

　

こ
の
制
度
は
、
働
き
た
い
期

間
や
職
種
な
ど
の
条
件
を
あ
ら

か
じ
め
登
録
し
、
登
録
さ
れ
た

方
の
中
か
ら
条
件
に
合
う
方
を

選
考
し
、
審
査
後
採
用
す
る
も

の
で
す
。

登
録
の
有
効
期
間　

平
成
24
年

４
月
１
日
～
平
成
25
年
３
月

31
日

申
込
期
間　

平
成
24
年
２
月
１

日
か
ら
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※
平
成
24
年
４
月
１
日
の
採
用

予
定
の
職
種
は
、
平
成
24
年

２
月
21
日
ま
で
に
登
録
さ
れ

た
方
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
資
格

①
共
通
項
目

・
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
、

満
18
歳
以
上
の
方

・
地
方
公
務
員
法
の
欠
格
事
由

に
該
当
し
な
い
方

・
自
力
に
よ
る
通
勤
が
で
き
る

方
・
資
格
・
免
許
が
必
要
な
職
種

は
、
当
該
資
格
・
免
許
を
有

す
る
方

②
障
害
の
あ
る
方

・
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方

・
介
助
な
し
で
職
務
遂
行
で
き

る
方

申
込
方
法

　

次
の
提
出
書
類
を
持
参
又
は

郵
送
で
人
事
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
平
成
24
年
度
射
水
市
臨
時
職

員
登
録
申
請
書

②
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写

し
（
資
格
を
要
す
る
職
種
の

み
）

③
障
害
者
手
帳
の
写
し
（
障
害

の
あ
る
方
の
み
）

選
考
審
査
・
採
用

　

希
望
職
種
等
を
確
認
し
、
書

類
審
査
又
は
面
接
審
査
で
担
当

課
が
選
考
し
、
採
用
者
に
通
知

し
ま
す
。

※
採
用
す
る
人
数
が
限
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
登
録
者
多
数

の
職
種
等
は
登
録
期
間
内
に

採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
人
事
課
及
び
各

地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

募
集
要
項
又
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

人
事
課
（
小
杉
庁

舎
）
☎
57
―
１
６
２
９

募
集
人
員　

１
人

給
料　

時
給
７
５
０
円

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
（
７
時
間
30
分
）

勤
務
先　

新
湊
ア
イ
シ
ン
軽
金

属
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

応
募
期
限　

２
月
22
日
㈬

問
合
せ
先　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

課
（
下
庁
舎
）

　

☎
59
―
８
０
９
３

資
格　

介
護
支
援
専
門
員
又
は
、

保
健
師
、
看
護
師
、
社
会
福

祉
士
、
介
護
福
祉
士
の
い
ず

れ
か
の
資
格
が
あ
り
、
普
通

自
動
車
免
許
を
有
す
る
者

募
集
人
員　

若
干
名

勤
務
場
所　

長
寿
介
護
課
（
新

湊
庁
舎
）

期
間　

平
成
24
年
４
月
１
日
～

平
成
25
年
３
月
31
日
（
更
新

有
）

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

給
料　

月
給
１
９
６
︐７
０
０
円

応
募
期
限　

２
月
24
日
㈮

面
接
試
験　

３
月
７
日
㈬

問
合
せ
先　

長
寿
介
護
課
（
新

湊
庁
舎
）
☎
82
―
１
９
５
２

❖
募
集
❖

射水市の人口・世帯数

INFORMATION

平成23年12月末現在の射水市住民基本台帳人口

※（　）内は前月比

93,954人　（−　14）人　口

男　性

女　性

世帯数

45,439人　（＋　　1）
48,515人　（−　15）
32,110世帯（＋　　9）

お風呂でスキンシップ

東日本大震災義援金

★小杉ふれあいセンター� ☎56−4080
南太閤山17丁目1番地

　2月11日（土）藤山一座
　　　13日（月）二鈴草
　　　15日（水）劇団　絆
　　　20日（月）ひまわり一座
　　　24日（金）劇団つくし
　　　27日（月）劇団　輝

★足洗老人福祉センター� ☎86−2722
足洗新町一丁目5番地

　2月12日（日）たんぽぽ一座
　　　18日（土）ザ・あんぽんたん
　　　19日（日）藤山一座
　　　25日（土）ひまわり一座
　　　26日（日）富美夫一座

★大門コミュニティセントー�☎53−1844
串田1395番地

　2月　写真展　　山崎　勇（開口）

●射水市受付義援金
� 23,092,854円（1月10日現在）
　※東日本大震災義援金は、平成24年3月31
　日まで各庁舎募金箱で受け付けます。
　　引き続きご協力をお願いします。
　　　　　問合せ先　社会福祉課（新湊庁舎）
　　　　　　　　　　☎82−1951

ご寄附ありがとうございます
12月12日〜１月14日

今月の納税

2月29日（水）
固定資産税　第 4期
国民健康保険税（普通徴収）第8期
口座振替推進キャンペーン実施中！
≪ペイジー口座振替受付サービス≫
行政センター窓口で、即時・簡単・安全に

※上記以外金融機関は、従来どおり口座振替依頼書を
金融機関の窓口に提出してください。　　　

《口座振替受付サービス対象の金融機関》
北陸銀行・北國銀行・富山信用金庫・高岡信用金庫
新湊信用金庫・北陸労働金庫・ゆうちょ銀行

キャッシュカードで市税の
口座振替登録ができる!!

納税課（大島庁舎）☎52−7962　または
最寄の金融機関にお問い合わせください。

ふるさと納税
　貝守　富弥 様（東京都） 10,000円
　中山　知浩 様（神奈川県） 30,000円

市
民
病
院
職
員

射
水
市
臨
時
職
員（
登
録
制
）

社
会
体
育
指
導
員

介
護
認
定
調
査
員（
嘱
託
）※詳細は各施設へお問い合わせください。

新湊博物館ミュージアムトーク
　博物館学芸員がミュージアムトークを行います。あわせて、企
画展示の解説を行いますので、ぜひお越しください。

日　程 時　間 内　　容
第１回 ２月18日（土）

午前10時から
30分程度

～日本海から京都へ～「加賀藩の大運河計画」

第２回 ３月３日（土） 射水線ものがたり−開業から廃線まで−

第３回 ３月17日（土） えっ！我が家の下にも遺跡がある

第４回 ３月24日（土） 射水の美術家たち −物故者を中心に−

申込不要　　入館料必要（大人300円　小中学生無料）
問合せ先　　新湊博物館　☎83−0800
Ｅメール　　hakubutsu@city.imizu.toyama.jp

日
時　

２
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰

の
２
日
間　

午
前
９
時
～
正

午
場
所　

ミ
ラ
イ
ク
ル
館
プ
ラ
ザ

棟
対
象
者　

市
民
又
は
市
内
に
勤

務
の
方

定
員　
　

各
15
人

受
講
料　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

※
裁
縫
道
具
は
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

２
月
17
日
㈮

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

ミ
ラ
イ
ク
ル
館

　
　
　
　
　

☎
55
―
８
６
５
０

入居資格
●住宅の確保に大変困っている方
●親族２人以上で入居できる方（単身で入居できる場合もあ

ります）
●世帯全員の収入月額の合計が158,000円以下の方
●市税等を滞納していない方
●確実な連帯保証人が２人いる方
※ 住宅にお困りの方へ適切に住宅を提供するため、困窮要件

を点数にして、その合計点数の高い方から入居の順位を決
定しています。（合計点数が同点の場合は公開抽選で順位
を決定します。）

対象住宅
　市営住宅（11団地）で、今回の公募日から次回の公募日まで
の空室
申込期間　３月１日（木）～３月９日（金） 
　土・日・祝日を除く午前８時30分～午後５時15分
　ただし、３月４日（日）は午前９時から午後１時まで受け付け
ます。
入居順位発表・公開抽選
　３月25日（日）午前10時から
申込方法
　入居申込書に所定の書類を添付し、直接申込窓口に提出して
ください。
　※詳細は市ホームページの建築住宅課のページをご覧ください。
　http://www.city.imizu.toyama.jp/guide/svGuideDtl.aspx?servno=579
申込・問合せ先
　建築住宅課（大門庁舎）☎52−7395

市営住宅の入居者募集

職種等 勤務場所等（担当課）

一般事務 各課

衛生業務 ミライクル館、衛生センター

保育士、保育補助、児童
厚生員、児童厚生員補助 子ども課（保育園、児童館、

子育て支援センター）
調理員

看護師、准看護師
子ども課（保育園）、小杉ふ
れあいセンター、健康推進課

保健師、管理栄養士、
栄養士

市民・保険課、子ども課、
健康推進課

道路環境保全業務 道路・河川管理課

用務員、給食配膳員
教育総務課

幼稚園教諭ほか

図書館業務 中央図書館ほか

埋蔵文化財整理作業員 文化・スポーツ課

古
着
を
使
っ
た
小
銭
入

れ
作
り
教
室
受
講
生
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後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22
年

６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す

る
ご
存
命
の
方
で
す
。（
特
別

措
置
法
施
行
日
（
平
成
22
年
６

月
16
日
）
以
降
に
亡
く
な
れ
た

方
の
相
続
人
は
請
求
で
き
ま
す 

が
、
施
行
日
前
に
亡
く
な
れ
た

方
の
ご
遺
族
等
は
、
対
象
と

な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。）

　

請
求
受
付
期
限
は
、
平
成
24

年
3
月
31
日
で
す
。
請
求
期
間

内
に
特
別
給
付
金
の
支
給
の
請

求
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

既
に
特
別
給
付
金
を
支
給
さ

れ
た
方
は
、
再
度
の
請
求
は
出

来
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

独
立
行
政
法
人
平

和
記
念
事
業
特
別
基
金

　

事
業
部
特
別
給
付
金
認
定
担

当　

☎
０
５
７
０
―
０
５
９

―
２
０
４
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

（
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

は
☎
０
３
―
５
８
６
０
―
２ 

７
４
８
）

受
付
時
間　

月
～
金　

午
前
９

時
～
午
後
６
時

問
合
せ
先　

富
山
労
働
局
総
務

課
会
計
第
三
係　

☎
０
７
６

―
４
３
２
―
２
７
２
７

　

知
っ
て
い
る
け
ど
よ
く
わ
か

ら
な
い
、
そ
ん
な
「
保
険
」
の

話
を
聞
き
に
来
ま
せ
ん
か
？

日
時　

3
月
3
日
㈯ 

　

午
後
2
時
～
午
後
3
時
30
分

講
演
「
知
り
た
い
！
な
か
な
か

聞
け
な
い
保
険
の
話
」

　

竹
田　

隆　

氏
（
金
融
広
報

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
特
別
講
師
）

場
所　

大
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
大
会
議
室

定
員　

40
人
程
度

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
又
は
Ｆ
Ａ

　

次
の
国
有
財
産
を
先
着
順
で

売
払
い
し
ま
す
。

名
称　

旧
新
湊
公
共
職
業
安
定

所
（
平
成
３
年
建
築
）

所
在　

射
水
市
本
町
二
丁
目
99

番
２

土
地
面
積  

１
２
７
６
．１
９
㎡

建
物
面
積

　

１
階　

２
９
７
．９
０
㎡

　

２
階　

２
４
４
．２
１
㎡

　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
所
）

建
物
面
積　

２
２
．０
５
㎡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
車
庫
）

建
物
面
積　

１
１
㎡

　
　
　
　
　
　
（
自
転
車
置
場
）

受
付
期
限　

２
月
20
日
㈪

売
払
金
額

　

３
１
︐４
８
６
︐９
０
８
円

　

http://toyam
a-roudoukyoku.

　

jsite.m
hlw.go.jp/

Ｘ
で
「
知
る
ぽ
る
と
塾
受
講

希
望
」
と
記
入
の
上
、
受
講

希
望
日
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
富
山
県
金
融

広
報
委
員
会
（
〒
９
３
０
―

０
０
４
６　

富
山
市
堤
町
通

り
１
―
２
―
26　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０ 

７
６
―
４
９
４
―
１
１
５ 

８
）
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日
の
１
週
間
前
必
着
。

（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

問
合
せ
先　

富
山
県
金
融
広
報

委
員
会　

☎
０
７
６
―
４
２ 

４
―
４
４
７
１

　

生
活
安
全
課
（
大
島
庁
舎
）

　

☎
52
―
７
９
６
６

日
時　

２
月
12
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

富
山
合
同
庁
舎
５
階
大

会
議
室

　

土
地
・
建
物
・
会
社
・
法
人

な
ど
の
登
記
、
供
託
、
人
権
擁

護
、
戸
籍
・
国
籍
、
成
年
後
見

登
記
、
相
続
、
遺
言
な
ど

※
東
日
本
大
震
災
で
避
難
さ
れ

て
い
る
方
の
各
種
相
談
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

予
約
不
要
、
相
談
無
料

問
合
せ
先　

富
山
地
方
法
務
局

総
務
課　

☎
０
７
６
―
４
４ 

１
―
０
５
５
０

　

解
雇
や
雇
止
め
、
賃
金
カ
ッ

ト
な
ど
、
労
使
間
の
労
働
条
件

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
10
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　

富
山
県
民
会
館
６
階

対
象　

県
内
事
業
所
の
労
働
者

と
事
業
主

問
合
せ
先　

富
山
県
労
働
委
員

会　

☎
０
７
６
―
４
４
４
―

２
１
７
２

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者

に
対
す
る
特
別
給
付
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
旧
ソ
連
邦
又
は
モ

ン
ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
け
る
戦

2月の行事
●新湊子育て支援センター
　本町一丁目10−34
　新湊保育園内　☎82−8018
　　10日（金）なかよしリズム
　　13日（月）～17日（金）作ってあそぼう
　　27日（月）のびのび計測

●小杉北部子育て支援センター
　戸破4200−11
　小杉社会福祉会館３Ｆ　☎55−5582
　　６日（月）～10日（金）作って遊ぼう
　　14日（火）ベビーマッサージ
　　22日（水）誕生会

●大門子育て支援センター
　中村111−１
　大門きらら保育園内　☎52−1303
　　３日（金）豆まきの集い
　　８日（水）育児講座（親子リトミック）
　　16日（木）お話タイム

●下村子育て支援センター
　加茂中部838−2
　下村交流センター内　☎59−8088
　　３日（金）鬼は外！福は内！（要予約） 
　　13日（月）～17日（金）製作あそび（おひなさま作り）
　　21日（火）誕生会＆母子健康推進員さんと遊ぼう

●太閤山子育て支援センター
　太閤山８丁目4−2
　太閤山保育園内　☎080−1952−8975
　　３日（金）節分の集い
　　15日（水）赤ちゃんデー
　　20日（月）～24日（金）おひな様作り

●グランパ
　本町三丁目12−28
　新湊カモンショッピングセンター2Ｆ
　☎84−4077
　　15日（水）誕生会
　　３月２日（金）身体測定

●ひまわり（子育てミニサロン）
　戸破2475
　戸破児童館内　☎55−0154
　　10日（金）身体測定
　　23日（木）誕生会
　　27日（月）～29日（水）おひな様を作ろう！

●海老江子育て支援センター
　海老江1057
　海老江保育園内　☎86−5050
　　10日（金）第三回給食会（要予約）
　　13日（月）、27日（月）ベビーマッサージ
　　21日（火）身体測定・発育相談

●大島つばさ子育て支援センター
　新開発380番1
　大島つばさ保育園内　☎51−6060
　　14日（火）離乳食試食会
　　22日（水）親子リトミック遊び
　　24日（金）ベビーマッサージ

●新湊作道子育て支援センター
　殿村115
　新湊作道保育園内　☎82−8787
　　３日（金）節分・豆まき
　　７日（火）発育測定・看護師による健康講話と相談
　　24日（金）誕生会・親子ビクス

●射水おおぞら子育て支援センター
　小島516−1
　射水おおぞら保育園内　☎51−6262
　　９日（木）ベビーマッサージ　　
　　21日（火）簡単ひな人形作り
　　28日（火）離乳食試食会

　下記行事以外にも各支援センターで様々な行
事を行っています。お気軽にご利用ください。

子育て支援センター情報

INFORMATION
休日在宅当番医・歯科医

姫野病院（放生津町）【内・小・胃】
　☎84−0055
高畠小児科クリニック（戸破）【小】
　☎55−8117
黒川歯科医院（中太閤山）
　☎56−4811

5
日（
日
）

11
日（
土
）

12
日（
日
）

19
日（
日
）

26
日（
日
）

宮林クリニック（本町三丁目）【内・小・皮】
　☎84−8822
木田小児科医院（東太閤山）【小】
　☎57−1525
立浪歯科医院（高岡市波岡）
　☎26−1182

皆川医院（海老江）【内・小】
　☎86−0010
道振整形外科医院（二口）【整】
　☎52−5699
日尾歯科クリニック（高岡市上渡）
　☎31−8241

ひのき整形外科（善光寺）【整・リ】
　☎84−8800
渋谷クリニック（戸破）【内・呼・胃・循】
　☎55−0025
山田歯科医院（高岡市本丸町）
　☎25−0073

越野医院（立町）【内・小】
　☎82−2855
北林クリニック（戸破）【脳外・内】
　☎57−0008
近藤歯科クリニック（高岡市鐘紡町）
　☎21−7778

最新情報は射水市医師会のホー
ムページをご活用ください。
ホームページアドレス
　http://imizu.weblike.jp/

射水市医師会 QRコード

※都合により変更になる場合があります。
　受診の際は直接医療機関に電話でご確認ください。

診療時間
午前9時〜
午後5時

行 政 情 報 発 信

■ＦＭとやま　82.7MHz
　○射水ムズムズアワー　
　　　毎週金曜日　午前11時30分〜午後０時30分

■ＦＭいみず　79.3MHz
　○「伝えます　射水の人」　
　　　毎週火曜日　午後４時45分〜
　　　再放送毎週金曜日　午前７時45分〜
　○情報ポケット
　　　月〜金　午前８時〜
　○災害情報ボランティア　防災一口メモ
　　　月〜金　午後５時から放送中

■テレビ広報いみず【射水ケーブルTV】
【放送時間】
　10：00〜、14：30〜（土日16：30〜）、
　18：30〜、23：00〜
【今月のピックアップ】
　●こんにちは　下水道工務課です
� （１月30日〜２月５日放送）
　●平成23年分所得税及び
　　平成24年度住民税の申告
　●市長定例記者会見
� （２月６日〜２月12日放送）
■地域すまいる27�〜いいひと、いいもの、いいところ〜
　＃９�水戸田地区の皆さん
【放送日時】２月27日（月）〜３月４日（日）
　①７：30〜�②15：00〜�③19：00〜
　　　　　　※②は土日なし

2
月

大
人
の
た
め
の
マ
ネ
ー

講
座
（
知
る
ぽ
る
と
塾
）

参
加
者

法
務
局
休
日
相
談
所

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
無

料
相
談
会

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

❖
お
知
ら
せ
❖

ポルトガル語　生活相談　無料
日時　２月20日㈪　午後２時～午後５時
場所　市役所小杉庁舎　１階　相談室

CONSULTA S SOBRE COTIDIANO
(em portugues)

Data e tempo: 20 de Fevereiro (Segunda-feira) 
de 14:00 para 17:00 

Local: prefeitura de Imizu Kosugi Chosha
      Sala de consulta1.

学校体育施設でスポーツをしよう

地区 学　校　名 登録申請窓口 連絡先

新湊
地区

放生津・新湊・作道・片口・
堀岡・東明・塚原【小学校】
奈古・新湊西部・新湊南
部【中学校】

新湊アイシン軽金属
スポーツセンター ☎82−8277

小杉
地区

小杉・歌の森・太閤山・
中太閤山・金山【小学校】
小杉・小杉南【中学校】

小杉体育館 ☎56−6443

大門
地区

大門小学校
大門中学校 大門総合体育館 ☎52−4655

大島
地区 大島小学校 大島中央公園

コミュニティ体育館 ☎52−2094

　体育館　　　　　300円／回
　グラウンド照明　500円／時間

問合せ先　文化・スポーツ課（下庁舎）☎59−8093

　平成24年4月から、小学校、中学校の体育館やグラウンドの
夜間利用を希望する団体は、登録が必要です。
　利用を希望される場合は、2月15日（水）までに、下記の登録
申請窓口にお申込みください。

【学校体育施設】　利用時間　午後6時～午後9時30分

【施設料金】

◎地区体育施設も登録することで利用できます。
　詳しくは下記までお問い合わせください。

※登録受付後、利用調整会議の日程をご案内します。

国
有
財
産
の
売
払
い
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さ
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各　種　相　談
行政・人権相談　●時 午後1時〜午後4時
　　2月1日（水）、3月7日（水）
　　　●場 小杉社会福祉会館
　　2月9日（木）、3月8日（木）
　　　●場 新湊交流会館
　　2月15日（水）、3月21日（水）
　　　●場 大門総合会館
　　2月28日（火）、3月27日（火）
　　　●場 大島社会福祉センター
　　2月6日（月）、3月5日（月）
　　　●場 下村保健センター
　　　　 ※人権相談のみ

いずれも　☎57-1624

心配ごと相談　●時 午後1時〜午後4時
　　毎週月曜日（祝日除く）
　　　●場 小杉社会福祉会館 ☎55-2813
　　毎週水曜日（祝日除く）
　　　●場 新湊交流会館　☎82-8450
　　2月8日（水）、22日（水）
　　3月14日（水）、28日（水）
　　　●場 大門総合会館　☎52-5190
　　2月28日（火）、3月27日（火）
　　　●場 大島社会福祉センター ☎52-5190
　　2月6日（月）、3月5日（月）
　　　●場 下村保健センター ☎52-5190

無料法律相談　※定員あり、お早めに
　　2月23日（木）、3月22日（木）
　　　●時 午後1時〜4時
　　　●場 小杉庁舎　☎57-1627
　　　　 要予約
　　　　（2月分は9日午前8時30分から受付）
　　2月10日（金）、3月9日（金）
　　　●時 午後1時〜午後3時30分
　　　●場 小杉社会福祉会館 ☎55-2813
　　　　 要予約（相談日の2週間前〜）
　　2月15日（水）、3月21日（水）
　　　●時 午後1時30分〜午後4時30分
　　　●場 新湊交流会館　☎82-8450
　　　　 要前日予約

行政書士による無料相談　☎56-4573
　　2月24日（金）、3月23日（金）
　　※相続、遺言、成年後見等
　　　●時 午後2時〜4時30分
　　　●場 小杉社会福祉会館

住宅相談　2月19日（日）
　●場 新湊交流会館　☎82-4511
　●時 午前10時〜午後3時
　●場 太閤山ショッピングセンターパスコ　☎55-1298
　●時 午前10時〜午後4時

年金相談　●場 新湊庁舎　☎82-1964
　　2月17日（金）、3月16日（金）
　　　●時 午前10時〜午後3時

成年後見制度相談　●時 午後2時〜午後4時
　　2月22日（水）、3月28日（水）
　　　●場 小杉庁舎相談室
　　　　 ☎82-1952（予約優先）

税理士の無料税務相談　☎25-6624
　　2月16日（木）、3月22日（木）
　　　●時 午後1時〜午後3時
　　　●場 高岡本丸会館
　　　　 要予約（相談日の1週間前〜）

消費生活相談　●場 大島庁舎　☎52-7974
　　月曜日から金曜日（祝日除く）
　　　●時 午前9時〜午後4時

各　種　相　談
女性のこころと生き方相談　☎55-2238
　　2月13日（月）、27日（月）
　　3月12日（月）、26日（月）
　　　●時 午後2時〜午後4時
　　　●場 働く婦人の家

心理士による子育て相談
　　2月8日（水）、3月7日（水）
　　　●場 新湊子育て支援センター
 ☎82−8018
　　2月3日（金）、3月2日（金）
　　　●場 小杉北部子育て支援センター
 ☎55−5582
　　2月17日（金）、3月16日（金）
　　　●場 大門子育て支援センター
 ☎52−1303
　　2月17日（金）、3月16日（金）
　　　●場 下村子育て支援センター
 ☎59−8088

教育相談　☎82-1678
　　水・金曜日（祝日除く）
　　　●時 午後1時〜午後5時
　　　●場 教育センター

家庭児童・母子父子相談　☎82-1953
　　月〜金曜日（祝日除く）
　　　●時 午前9時〜午後5時
　　　●場 新湊庁舎

子どもの悩み総合相談　☎・FAX 57-0100
　　月曜日〜金曜日（祝日除く）
　　　●時 午前9時〜午後5時
　　　●場 小杉庁舎
　　　Eメール　kodomo-soudan@
 city.imizu.toyama.jp

精神科医・心理士による子ども相談
☎55-2799

　　●場 子どもの権利支援センター
 （来所相談のみ・要予約）
　　　 毎週水曜日（祝日除く）
　　　　●時 午後3時〜午後4時30分
　　　 第一水曜日（祝日除く）
　　　　●時 午後2時〜午後５時

生活・就労相談　☎82-1955
　　2月8日（水）、15日（水）
　　3月14日（水）、21日（水）
　　　●時 午後1時30分〜午後4時30分
　　　●場 新湊庁舎

交通事故相談　☎076-444-4400
　　2月3日（金）、17日（金）
　　3月2日（金）、16日（金）
　　　●時 午後1時〜午後3時
　　　●場 富山中央警察署分舎

犯罪・事故など被害に関する相談
　月〜金曜日 ☎076-413-7830
　　　●場 富山被害者支援者センター
　　　●時 午前10時〜午後4時

ワンポイントエコライフ

問合せ先　環境課（大島庁舎）☎52−7967

「とやまストップ温
暖化アクト賞」受賞
　昨年12月17日に開催
された富山県地球温暖化
防止県民大会で、射水市
地球温暖化対策推進市民
会議が温暖化防止普及啓
発のため積極的に実施し
ている「市民環境講座」
や「いみず環境チャレン
ジ10」事業が高く評価
され「とやまストップ温
暖化アクト賞」を受賞し
ました。

年賀状リサイクル
～廃棄する年賀状を回収します！～

　廃棄する年
賀状をお持ち
の方は、年賀
状リサイクル
にご協力くだ
さ い。（※ 光
沢紙の写真付
き年賀状は、リサイクルに適さないため、
混入しないようご注意ください。）
回収期間及び設置場所
　平成24年3月30日（金）まで
　各庁舎市民サービス課：
　　　平日午前8時30分～午後5時15分
　ミライクル館：
　　　火曜日を除く午前９時～午後５時
問合せ先　射水市環境衛生協議会事務局
　　　　　（環境課内）☎52−7967
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第3期射水市障害福祉計画
（平成24年度～
� 平成26年度（素案））
　障がい者（児）に必要な福祉
サービスや相談支援の見込量及
びその確保のための方策等の計
画を策定します。

募集期限　平成24年２月24日㈮
募集用紙　計画・プラン（素案）と意見記入用紙は、市のホームペー

ジ、各地区行政センター、社会福祉課（障害福祉計画）、観光・
ブランド課（戦略プラン）【いずれも新湊庁舎】にあります。

対　象　者　市内に在住・勤務・在学または市内で事業所を有する方
提出方法　所定の意見記入用紙に記入の上、各地区行政センターま

たはそれぞれの担当課へ持参されるか、郵送・ファックス、
電子メールで提出してください。

そ　の　他　提出された意見に対しては、市の考え方をホームページ
で公表し、個別の回答は行いません。※意見をいただいた
方の住所、氏名等の個人情報は公表しません。

問合せ先　〒934―8555　射水市本町２丁目10番30号
　　　　　社会福祉課（新湊庁舎）
　　　　　　☎82―1951　FAX 82―8154
　　　　　　電子メール　fukushi@city.imizu.lg.jp
　　　　　観光・ブランド課（新湊庁舎）
　　　　　　☎82―1958　FAX 82―8207
　　　　　　電子メール　kankou@city.imizu.lg.jp

計画案へのご意見を募集します

射水市観光・ブランド戦略プラン
（素案）

　今秋、新湊大橋が開通し、平成
26年度には北陸新幹線の開業が
予定されています。そこで、射水
ブランドの推進並びに観光振興を
両輪とした新たな戦略プランを策
定します。
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消費生活 ～原 状 回 復って！？～第28回射水市民病院 TEL 82-8100
http://hosp.city.imizu.toyama.jp/

市民病院ホームページをリニューアル!

　「タバコを吸う」ことは私
たちの体に多くの弊害をもた
らします。
　喫煙により、多くの有害物
質（ニコチン・タール・一酸
化炭素・カドミウム・ヒ素・
ダイオキシンなど）が体内に

取り込まれ、その結果、脳梗塞、狭心症・心筋梗
塞、肺がんなど種々のがん及び肺気腫などによる
死亡率が高まります。また、喫煙は、酸素運搬能
を障害することにより持久力や作業能率を低下さ
せ、老化（肌荒れ、しわ、シミなど）を早めます。
　さらに、火のついたタバコや喫煙者が出す煙を
吸い込む「受動喫煙」により、周囲の人が上記疾
患に罹患するリスクが高まります。特に受動喫煙
が子どもへ与える被害は大きく、肺炎・気管支炎・

ぜんそくや中耳炎を悪化させたり、乳幼児突然死
症候群と関連することも分かっています。幼児で
はやけどや誤飲事故も大きな問題です。妊婦の受
動喫煙により、赤ちゃんの成長が遅れたり、早産
や周産期の死産、胎盤早期剥離や前置胎盤などの
妊娠・分娩合併症のリスクが高くなります。
　タバコに含まれるニコチンには麻薬同様の強い
依存性があり、先進国では、「喫煙は治療すべき
薬物依存（ニコチン依存症）」との考えが一般的
です。
　今年の１月から始まった当院の「禁煙外来」で
は、禁煙指導・相談や治療薬の使い方などの禁煙
治療プログラムに従って、医療スタッフが皆さん
の禁煙をバックアップします。健康保険が適用さ
れますので、これから禁煙をお考えの方や、タバ
コがやめられない方はぜひご相談ください。

タバコの弊害と「禁煙外来」

射水市の工事等発注状況
（契約金額が1千万円以上のもの）

問合せ先
管財課（小杉庁舎）☎57―1631

内科医師

中川　圭子

❖ 糖尿病教室のお知らせ ❖
　糖尿病で治療を受けている方、糖尿病の患者さん
を家族にお持ちの方など、糖尿病に関心のある方、
ぜひご参加ください。
◆時　間　午後１時30分～３時              
◆場　所　診療棟２階大会議室
※２月10日、24日のみ電卓、食品交換表をご持参
いただくと分かりやすいです。

月　　日 内　　　　容 担　　当

２月10日（金）
フットケア 糖尿病療養指導士

食事療法と単位配分 栄養士

２月17日（金）
糖尿病と合併症 堀　内科部長

家庭でできる運動療法 保健師

２月24日（金）
糖尿病とは 堀　内科部長

油脂（表５）と外食 栄養士

３月２日（金）
糖尿病とくすり 薬剤師

糖尿病とは 堀　内科部長

❖ 心臓病教室に参加しませんか ❖

開催日 開催内容 担　当

２月９日（木）
油断大敵！動脈硬化
原因と予防法

石瀬
循環器科部長

２月23日（木）

心臓病相談
心臓に関する悩みごとがありまし
たら、ご相談ください。（個別の対
応とします。２月17日（金）までに
電話でご予約ください。）
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０
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収
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た
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得
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還
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受
け
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と
き
の
添
付
書
類
と
し
て
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
障
害
年
金
」
や
「
遺
族
年
金
」
は
非
課
税

で
す
の
で
、
源
泉
徴
収
票
の
送
付
は
あ
り
ま

せ
ん
。

〈
源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
受
付
〉

　

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

　

問
い
合
わ
せ
時
に
基
礎
年
金
番
号
が
必
要
で

す
。
発
送
ま
で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。
お

急
ぎ
の
方
は
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

高
岡
年
金
事
務
所
（
お
客
様
相
談

室
）
☎
21
―
４
１
８
２

年 金 だ よ り

　

春
は
、
賃
貸
住
宅
の
入
退
去
の
多
い
時
期
で
す
。
今
回
は
賃
貸
住
宅

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

◆
ト
ラ
ブ
ル
事
例

①
４
年
間
住
ん
だ
賃
貸
ア
パ
ー
ト
を
明
け
渡
す
際
、
家
主
か
ら
「
原
状

回
復
費
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壁
ク
ロ
ス
張
替
え
等
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と
し
て
、
支
払
い
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み
の
敷
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に

追
加
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が
必
要
」
と
言
わ
れ
た
。
入
居
中
、
特
に
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を
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つ
け
た

り
汚
し
た
り
し
て
い
な
い
の
に
、
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額
な
請
求
を
受
け
た
。
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く
あ
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部
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の
畳
が
日
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に
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っ
て
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し
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退
去

時
に
畳
代
を
請
求
さ
れ
た
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え
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故
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し
た
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し
て
い
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だ
け
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「
修
理
代
を
出
せ
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と
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わ
れ
た
。

④
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
が
、
全
室
の
ク
ロ
ス
の
張
替
え
を
請
求
さ
れ

た
。
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ラ
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復
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居
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ま
せ
ん
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意
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す
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事
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①
～
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は
、
経
年
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化
や
通
常
使
用
の
範
囲
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
話
し
合
う
余
地
が
あ
り
ま
す
。
事
例
④
は
居
室
全
体
が
ヤ
ニ
で
変

色
し
た
り
臭
い
が
付
着
し
た
場
合
は
賃
借
人
負
担
が
妥
当
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
解
決
が
難
し
い
場
合
は
民
事
訴
訟
や
少
額
訴
訟
と
い
う
方
法
も

あ
り
ま
す
。

　

万
一
ト
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窓
口
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談
く
だ
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あ
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お

い

源泉徴収票の様式

あ

い

う

え

お

平成23年中に支払われた年金の合計額
が記載されています。
この金額は、所得税や社会保険料が差
し引かれる前の金額です。

平成23年中に年金から源泉徴収された
所得税額の合計額が記載されています。

年金の種別が記載されています。

各種控除は、該当する欄に「＊」印が
記載されています。

平成23年中に年金から特別徴収された
社会保険料の合計額が記載されていま
す。
○この金額は、源泉徴収税額の計算対

象から控除されています。
○社会保険料の内訳は、摘要欄に記載

しています。

入札による契約（平成23年12月契約分）

物件名 施行場所 契約業者名称 契約金額（税込）

工事

市道堀内土合線道路改良工事（その2） 射水市島 共立建工㈱ 20,685,000 

市井地内 西部幹線配水管布設工事 射水市市井 丸芳工業㈱ 33,600,000 

内川高潮対策遠隔監視ｼｽﾃﾑ設備工事 射水市本町一丁目外 ㈱ミヤシゲテクノ 26,302,500 

射水市太閤山コミュニティセンター新築工事（外構工事） 射水市太閤山8丁目 ㈱サンテック 21,094,500 

八幡公園公衆便所改築工事 射水市八幡町二丁目 ㈱竹内建設 13,104,000 

　心臓病の患者さんや心臓に不安を感じている方に、
安心して活動的な日常生活をおくっていただくため
に、ハート・サポート・チーム（ＨＳＴ）が応援し
ます。ＨＳＴは当院の医師、看護師、薬剤師、心臓
リハビリ技師、栄養士から構成され、食事療法、運
動療法、服薬など、皆さんにわかりやすくご説明し
ます。気軽にご参加ください。
時　　間　午後２時～３時30分
場　　所　診療棟２階大会議室
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新湊博物館　� ☎83－0800

大島絵本館　� ☎52－6780

太閤山ランド　� ☎56－6116

海王丸パーク　� ☎82－5181

「工藤ノリコ　絵本原画展」
2月4日（土）～3月29日（水）
　『ピヨピヨもりのゆうえんち』『ピ
ヨピヨスーパーマーケット』（ともに
佼成出版社）の２冊の絵本原画を展示。
かわいい５匹のひよこたちの楽しい
日常の様子を原画でお楽しみください。

劇団こぐま座　人形劇『ピノッキオ』
3月4日（日）13：30～
出演：劇団こぐま座
料金：大人1,500円／小中高生600円（入館料込み）
チケット等のお問い合わせは絵本館まで

「春・おめでとうキャンペーン」
3月17日（土）～4月8日（日）
　期間中、入館料の割引やお楽しみ抽選会があります。

◆富山県こどもみらい館
◎わくわくステージ
　ボランティアさんたちによる人形劇の上演を行ないます。
日　時　２月19日（日）14：00～15：00
場　所　プレイホール
出　演　みらくるチョコ、ぱっくんちょ、Chocolat☆ショコラ

◎造形パレット「くれいびな」
　陶芸用粘土を使っておひな様を作ります。
日　時　２月４日（土）～３月４日（日）
　　　　10：00～16：00（平日は13：00～）
場　所　プレイホール　参加費　300円

◎アトリエワーク「ウェイビードラゴン」
　今年の干支「辰」の動きを真似たおもちゃを作ります。
日　時　２月18日（土）～３月11日（日）
　　　　10：00～16：00（土・日・祝日のみ）
場　所　ワークショップホール　参加費　100円

2月の休館日　7日、13・14日、21日、27～29日

2月の休館日　１～３日、６日、13日、20日、27日

2月の休園日　7日、13・14日、21日、28日

2月の定休日　6日、13日、20日、27日

陶房「匠の里」 http://www.imizubunka.or.jp/tougei/index.html　☎54－1201
2月の休館日　７日、13日、14日、21日、28日

フィールド・ハラー・ジャズ・オーケストラ

石黒信基・北本栗展　開催中～2月26日（日）
　幕末期、加賀藩は、現在の福井県の敦賀から琵琶湖を経
て、京都にいたる運河開削の壮大な計画を立てました。石

いし

黒
くろ

信
のぶ

基
もと

と北
きた

本
もと

栗
りつ

は、藩の命令でこの計画の測量を行い、敦賀と
琵琶湖の間にある各地点の標高などを「直

ちょっ

高
こう

図」により、立
体的に表しました。明治以前には類例のない画期的なもので、
その測量結果は驚くほど正確です。
　本展では、この図を含めた資料約60点により、当時の最高水
準にあった二人の学問・技術の足跡とその生涯をたどります。

越前国敦賀ヨリ近江国深坂通リ
塩津マテ直高図
石黒信基・北本栗 作図
慶応3年（1867）

Let's go スポーツ施設

小杉体育館

Vol.

　歌の森運動公園に隣接した体育館で、トレーニ
ング機器が充実しています。

4

●海王丸進水記念イベント・満船飾　2月12日（日）
　82回目の海王丸の進水記念
日（誕生日）を祝し、イベントを
行います。
①満船飾　９：30～15：30
②海王丸船長のお話
　「海、船、港の話」（２回）
③海王丸の特別公開見学会（４回）
④特製チョコレートの配布（乗船者先着200名限定）
　提供（株）ボン・リブラン

●探鳥会④と野鳥講演会　3月4日（日）
探鳥会　８：30～９：40ごろ／講演会　10：00～11：30
　参加費無料、参加記念品のプレゼントあり。

※海王丸船体整備期間
　船体整備のため、下記の期間は乗船できません。
　2月13日（月）～3月9日（金）

高周波文化ホール（新湊中央文化会館） 2月の休館日　20日
http://www.imizubunka.or.jp/chubun/index.html　☎82－8400

◆オペラ「電話」「泥棒とオールドミス」
2月19日（日）
午後２時30分開場　午後３時開演
入場料：全席自由
　　　　一　般　　　4,000円
　　　　高校生以下　2,000円
　　　　（当日各500円高）

指　揮：清水史広
演　出：杉　理一

出　演：
　「泥棒とオールドミス」
　　中島啓江（ソプラノ）　石川公美（ソプラノ）
　　羽渕浩樹（バリトン）　長澤幸乃（ソプラノ）

　「電話」
　　山本有希子（ソプラノ）　門田　宇（バリトン）

演　奏：オーケストラ・アンサンブル金沢

　アメリカの作曲家メノッティの傑作２作をお
届けします。コミカルでドラマティックな中に
もペーソスを含む内容とメロディラインで、オ
ペラの素晴らしさと楽しさをご堪能ください。
本公演は日本語で上演します。

◆ＫＮＢラジオ公開録音 射水市歌まつり
　3月11日（日）

午後２時30分開場　午後３時開演
入場料：全席指定　3,500円（当日500円高）
出　演：キム・ヨンジャ　門倉有希　北川大介　山口かおる

　キム・ヨンジャをはじめ、国内で活躍する歌手を一堂
に集め、KNBラジオの公開録音・放送を兼ねる歌謡ショー。
様々なアーティストによる名曲の数々、素敵な歌声をお楽
しみください。

◆第4回射水市合唱祭
　3月4日（日）

午後１時開場　午後１時30分開演　入場無料

　射水市内を中心に活動する合唱団体でお届けする合唱の
祭典。小学生コーラスからシニアコーラスまで幅広い年齢
層が集い、日ごろの練習成果を披露します。素晴らしい
ハーモニーをお楽しみください。

出演：アーベントG、合唱団エコーいみず野、新湊合唱クラブ
　　　絵本コロ・アルカディア合唱団、小杉中学校合唱部
　　　合唱団はるか、小杉童謡の会、射水混声合唱団
　　　ラポールコーラス、ラポールヴィヴァーチェ
　　　ラ・フォレスタ・デル・カント

キム・ヨンジャ 門倉有希 北川大介 山口かおる

中島啓江 山本有希子 門田　宇

◆岡本知高　Concerto del Sopranista 2012
2月26日（日）　　　　　　　　午後１時30分開場　午後２時開演
入場料：全席指定　4,000円（当日500円高）　※選択された会員は口数招待します。
ピアノ：河原忠之
曲　目：夢やぶれて（ミュージカル『レ・ミゼラブル』より／シェーンベルク）
　　　　誰も寝てはならぬ（オペラ『トゥーランドット』より／プッチーニ）
　　　　タイム・トゥ・セイ・グッバイ（アンドレア・ボチェッリの名曲／サルトーリ）
　　　　道標（福山雅治）
　　　　日本の唱歌の数々　　他　　※変更となる場合がございます。ご了承ください。
　男性でありながら女性ソプラノの音域を持つ男性ソプラノ歌手『ソプラニスタ』岡本知高によるリサイタル。
男性としての強い筋力と豊かな肺活量を生まれながらのソプラノヴォイスを通して発揮できるという、世界的
にも大変希有な「天性の男性ソプラノ歌手」です。唯一無二の奇跡の歌声をお聴き逃しなく！

アイザック小杉文化ホール　ラポール 2月の休館日　７日、14日、21日、28日
http://www.imizubunka-rapport.jp/index.html　☎56－1515

◆土で作る おひなさまづくり教室
　ほのぼのとした、身長10センチのミニ雛です。
今年は金散らしの白い着物を着た上品なデザインになっています。
美しく仕上がるようお手伝いしますので、贈り物にもいかがですか？
実施日：２月10日（金）、12日（日）どちらか　時間：午前９時30分～12時
受講料：2,000円（材料費込み）※付属品は別途1,000円（金屏風、箱、木札、毛氈）
定　員：各10名　　申込方法：電話にて　☎54－1201

※お知らせ※
３名様からお客様
の都合に合わせて
教室を開催します。
お気軽にお問い合
わせください。

★施設内容★
アリーナ面積 32m×45m　観客席200席
ハンドボール　1面　バスケットボール　2面
バレーボール　3面　バドミントン　6面
テニス　2面
その他…卓球場、トレーニング室、
　　　　ランニングコース、シャワー室等

射水市黒河712番地
TEL 56-6443　FAX 56-6476

駐車場 有（無料）68台

休館日 毎週月曜日　年末年始（12/28～1/3）

利用時間
平日　午前9時～午後9時30分 
日曜・祝日　午前9時～午後5時

主な施設
使用料

アリーナ：全面 1,200円、
　　　　　バドミントン1面 200円
卓球室、トレーニング室：一般100円、小・中学生50円
武道場（1面）：200円

館蔵 石黒宗麿展　3月2日（金）～4月15日（日）
　射水市久々湊生まれで人間国宝第１号の陶芸家 石黒宗麿

（1893～1968）の優品を選りすぐって紹介します。高雅で
気品があり、遊び心あふれる宗麿芸術をお楽しみください。

好評発売中！

好評発売中！ 好評発売中！

＜満船飾＞

◎アクセス
JR「小杉駅」南口から、 コミュ
ニティバス⑬（小杉地区循環線）
｢小杉庁舎」下車、徒歩2分 

ピヨピヨ

『ピヨピヨもりのゆうえんち』
（佼成出版社）
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平日は午後６時半まで
☎57－4646

Vol .75

い
み
ず
の
人
　な
か
ま

マグノリアの丘からマグノリアの丘から

　

今
回
の
い
み
ず
の
人

な
か
ま
は
、
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
寸
劇
で
わ
か

り
や
す
く
認
知
症
や
介

護
な
ど
の
対
応
方
法
を

伝
え
、
地
域
の
人
と
一

緒
に
な
っ
て
介
護
を
支

え
る
小
杉
爆
笑
劇
団

（
柴
田
芳
之
団
長
）
を

紹
介
し
ま
す
。

　

小
杉
爆
笑
劇
団
は
、

平
成
13
年
12
月
、
当
時

小
杉
福
祉
会
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
だ
っ
た
松
浦
佳
紀
さ

ん
（
結
成
時
団
長
・
現
顧
問
）

が
、
認
知
症
の
講
習
を
企
画
す

る
際
、
座
談
会
形
式
で
な
く
、

も
っ
と
わ
か
り
や
す
い
方
法
は

な
い
か
と
、
寸
劇
に
し
た
の
が

始
ま
り
で
、
昨
年
12
月
に
結
成

10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
で
は
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
30

人
が
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
市
内

外
で
年
間
50
公
演
を
行
っ
て
い

ま
す
。
台
本
は
松
浦
さ
ん
が
担

当
し
、
普
段
の
業
務
に
支
障
が

な
い
よ
う
４
～
５
人
で
演
じ
る

構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
い

小
杉
爆
笑
劇
団
（
小
杉
福
祉
会
）

つ
も
怒
ら
れ
て
い
た
認
知
症
の
介
護
が
、
演
劇
を
見
た
と

お
り
に
し
て
み
た
ら
、
と
て
も
う
ま
く
で
き
た
と
い
っ
た

声
を
聞
く
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。
」
と
寸
劇
に
手
ご
た
え

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
地
元
か
ら
招
か
れ
、
演
じ
る
こ
と
で
自
治
会
・
民
生

委
員
の
方
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
図
れ
ま
し
た
。
」「
地
域

で
介
護
や
認
知
症
を
支
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
か
ら
、
地

元
の
人
が
演
じ
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
、
市
外
や
県
外
の

方
に
台
本
を
渡
し
て
い
ま
す
。
昨
年
全
国
紙
で
報
道
さ
れ

た
こ
と
で
配
布
先
も
２
０
０
か
所
を
超
え
ま
し
た
。
」
と
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

10
周
年
を
記
念
し
、
昨
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
の
際
に

Ｔ
シ
ャ
ツ
や
エ
コ
バ
ッ
ク
を
作
り
ま
し
た
。
売
り
上
げ
を

東
日
本
大
震
災
の
被
災
４
県
な
ど
に
寄

附
す
る
予
定
で
す
。
松
浦
さ
ん
は
、
５

月
に
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
気
仙
沼
に

行
き
、
９
月
に
は
個
人
的
に
炊
き
出
し

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
被
災
地
の
方
か
ら
メ
ー
ル
や
手
紙

を
い
た
だ
い
て
、
今
も
交
流
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
劇
団
で
公
演
に
行
き
た
い
で

す
ね
。
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
台
本
な
ど
の
問
合
せ
先

太
閤
の
社　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

56

−

８
２
３
１

※
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
秘
書
広
報
課
　
☎
57
―
１
６
２
１

【
一
般
図
書
】

〝
幸
福
の
国
〟
ブ
ー
タ
ン
に
学
ぶ

幸
せ
を
育
む
生
き
方�

永
田　

良
一

清
盛
の
平
家
経
営
術�

童
門　

冬
二

寺
田
寅
彦�

河
出
書
房
新
社

一
等
三
角
点
全
国
ガ
イ
ド

�

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版

ｉ
ｐ
ｓ
細
胞�

ニ
ュ
ー
ト
ン
プ
レ
ス

水
害
に
役
立
つ
減
災
術

�

末
次　

忠
司

食
は
三
代�

大
林
美
重
子

女
の
悩
み
は
い
つ
も
マ
ト
リ
ョ
ー

シ
カ�

室
井　
　

滋

人
生
に
七
味
あ
り�

江
上　
　

剛

あ
る
じ
は
秀
吉�

岩
井
三
四
二

北
の
五
稜
星�

植
松
三
十
里

か
な
た
の
子�

角
田　

光
代

加
藤
清
正　

虎
の
夢
見
し

�

津
本　
　

陽

警
備
員
日
記�

手
塚　

正
己

流
燈
記�

三
浦　

哲
郎

望
月
の
あ
と�

森
谷　

明
子

ジ
ョ
ン
・
マ
ン
大
洋
編

�

山
本　

一
力

【
郷
土
資
料
】

超
訳
越
登
賀
三
州
志

�

富
田　

景
周

日
本
人
に
な
っ
た
婦
人
宣
教
師

�

堀
江　

節
子

決
定
版
富
山
県
の
名
字

�

森
岡　
　

浩

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29

新
着
図
書
案
内

〜
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

 

新
着
図
書
が
確
認
で
き
ま
す
〜

２月の図書館カレンダー

　　　全館休館日
開館時間　平　日　9：30〜18：30
　　　　　土日祝　9：30〜17：00

富
山
市
科
学
博
物
館
の�

移
動
ミ
ニ
博
物
館

▼
「
雪
の
結
晶
」
展

　

雪
の
結
晶
の
代
表
的
な
紹
介

と
さ
ま
ざ
ま
な
雪
の
結
晶
を
写

真
で
紹
介
し
ま
す
。

期
間　

２
月
15
日
㈬
～

�

３
月
４
日
㈰

会
場　

中
央
図
書
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

蘚
ふ
る
さ
と
文
学
巡
回
文
庫
を

�

各
図
書
館
に
開
設
！

　

富
山
に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
学

作
品
や
富
山
を
舞
台
に
し
た
物

語
な
ど
小
・
中
・
高
校
生
向
け

に
選
定
し
た
33
冊
を
１
セ
ッ
ト

と
し
、
貸
出
を
行
い
ま
す
。

①
貸
出
の
対
象

　

市
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・

高
校
・
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
等
の
団
体

②
貸
出
の
期
間　

１
か
月
以
内

＊
申
込
み
や
貸
出
方
法
な
ど
詳

細
は
、
お
近
く
の
図
書
館
に

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

笑
い
を
通
し
て
学
び
、
地
域
の
人
と
介
護
を
支
え
る

「
ふ
る
さ
と
は
南
天
の
実
の
艶
や
か

に
」。
作
者
は
落
語
家
の
入
船
亭

扇
橋
師
。
落
語
協
会
の
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
会
員
で
あ
る
筆
者
に
届
い

た
一
月
初
席
号
の
巻
頭
に
載
っ
た

一
句
だ
◆
「
鰍

か
じ
か

沢ざ
わ

」
な
ど
を
得
意

と
す
る
古
典
の
名
手
で
あ
る
師
匠
。

光
石
の
俳
号
を
持
つ
俳
句
の
宗
匠

で
も
あ
る
。「
僕
の
ふ
る
さ
と
（
東

京
・
青
梅
市
）
は
今
時
分
が
き
れ

い
な
ん
だ
よ
南
天
の
実
は
。
赤
く

て
ね
ぇ
、
縁
起
が
い
い
よ
」
と
書

き
添
え
て
あ
る
◆
寒
風
の
中
、
冬
日
に
美
し
く

映
え
る
真
っ
赤
な
無
数
の
実
。
雪
の
影
に
ひ
っ

そ
り
の
ぞ
く
姿
も
い
い
。
正
月
を
は
さ
ん
で
、

秋
か
ら
冬
に
か
け
日
本
の
ふ
る
さ
と
を
鮮
や
か

に
彩
る
光
景
だ
。
師
の
ゆ
っ
た
り
と
味
わ
い
深

く
聞
か
せ
る
芸
風
同
様
、
心
和
ま
せ
る
◆
震
災

後
、
初
め
て
迎
え
た
年
末
年
始
。
正
月
休
み

に
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
た
人
が
ず
い
ぶ
ん
多
か
っ

た
よ
う
だ
。
東
北
で
は
ク
ラ
ス
会
の
出
席
率
が

い
つ
に
な
く
高
か
っ
た
と
い
う
記
事
も
あ
っ
た
。

い
ま
会
え
る
こ
と
を
大
事
に
し
た
い
、
人
々
が

支
え
合
え
る
場
所
に
帰
り
た
い
、
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
か
◆
壊
滅
し
た
ふ
る
さ
と
を
追
わ
れ
た

人
た
ち
が
家
に
戻
れ
る
の
は
い
つ
の
日
。「
ふ
る

さ
と
に
二
度
と
悲
劇
の
起
き
な
い
こ
と
を
」「
ふ

る
さ
と
を
あ
だ
や
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら
ぬ
」

―
。
わ
が
庭
の
南
天
を
雪
の
下
か
ら
起
こ
し
て

や
り
な
が
ら
思
っ
た
。

Q
&A

市
長
へ
の
手
紙
・
市
へ
の
メ
ー
ル

＊市内在住の方にコラムを連載していただいています。

ご
提
案
・
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

10周年チャリティー公演の様子

松浦顧問（太閤の社施設長）

Q

問
合
せ
先　

秘
書
広
報
課
（
小
杉
庁
舎
）　

☎
57

−

１
６
２
１

市
内
に
新
し
く
で
き
た
観
光
施
設
な
ど
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
バ
ス
停
を
設
置
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
及
び
ル
ー
ト

は
、
市
民
の
方
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
毎
年

見
直
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
６
月
頃
に
見
直
す
予
定
に
し
て
お
り
、
現
在
、

市
民
の
方
の
需
要
が
大
き
い
と
見
込
ま
れ
る
場
所
に
、
新

し
い
バ
ス
停
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
ダ
イ
ヤ
の
変
更
や
ル
ー
ト
の
変
更
を
す
る
場

合
は
、
広
報
い
み
ず
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
利
便
性
を
維
持

し
、
ま
た
市
民
か
ら
愛
さ
れ
、
利
用
し
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
と
な
る
よ
う
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
う
え
、
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

事
務
担
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

生
活
安
全
課　

交
通
対
策
係
（
大
島
庁
舎
）　

　

�

☎
52
―
７
９
６
６

A

申込・問合せ先
秘書広報課（小杉庁舎）☎57-1621

ようこそ
市長室
　　へ

広報・広聴事業

日　時
　２月22日（水）
　午後２時
テーマ
　上下水道等
場　所
　下庁舎
定　員
　３人（先着順）

２月13日（月）から受け付けます。

▪
い
た
だ
い
た
ご
意
見
へ
の
回
答
は
、
入
力
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
も
し
く
は
郵
送
で
２
週
間
程
度
で
返
信
し
ま
す
。

▪
項
目
に
一
部
で
も
記
入
の
な
い
場
合
は
、
今
後
の
施
策
へ
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
回
答
い
た
し
ま
せ
ん
。

▪
個
人
や
団
体
を
誹
謗
中
傷
す
る
も
の
、個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
当
た
る
内
容
の
も
の
等
、市
と
し
て
回
答
す
る
こ
と
が
適
当
で
な

い
と
判
断
し
た
場
合
は
回
答
い
た
し
ま
せ
ん
。

「市長への手紙」送り方

「市へのメール」送り方
　市へのメールは、市ホームページ
に専用のページがありますので、記
入して送信してください。

　市長への手紙は、各庁舎に専用ポ
ストと一緒に設置しています。緑色
の封筒が目印です。専用ポストもし
くは郵便ポストにそのまま投函して
ください。（切手不要）

　市ホームページ
　（http://www.city.imizu.toyama.jp/）
　→�射水市の概要（ホームページ左項目）
　→�市へのメール



再生紙を使用
しています。

広

報

広
報

6-8 9-11 12-2 3-5

豊かな自然　あふれる笑顔　みんなで創る　きららか射水 2012

2

企業広告

＜企業広告募集＞　問合せ先　広告代理店　㈱協和総商　☎21－0319　　秘書広報課（小杉庁舎）☎57－1621

No.76
IMIZU

この橋のマークは13ページを見てね！

射水市ホームページ

メール

twitter

http://www.city.imizu.toyama.jp/
info@city.imizu.lg.jp

http://twitter.com/imizukouhou/

　緊急情報・観光情報・メール配信サービスなど、広報紙だけではお
届けできない情報がもりだくさん。
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発
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発
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　小杉庁舎の３階からは、新湊大橋
の全体が見え、晴れた日には青と白

のコントラストがとてもきれいです。市全体で、今週秋の開通
を盛り上げましょう！（い）
　インフルエンザが流行しています。うがい・手洗い・マスク
着用などでウィルスを防ぎ、感染予防に取り組みましょう。（あ）
　ツイッターで市内の景色を投稿したところ、リツィート多数
あり。射水市が県内外に発信されていることを感じ、とても
うれしかったです。フォロアーの皆さんに感謝。（も）

編集後記

NPO法人水辺のまち新湊　☎82−2668問合せ先

衝突してからでは
遅すぎる・・・・

・車外に投げ出される。
・車内で同乗者に衝突する。
　どちらも、死亡の危険性があり
ます。
　乗車中は、どの座席でもシート
ベルトをしっかり締めましょう。

◎同時開催アトラクション
（1）餅つき大会「大神楽番屋」近辺　午前11時30分
� 協力：アイシン軽金属相撲部員
（2）カリフォルニア巻き体験会　午前10時
　　（要予約・実費300円、新湊勤労青少年ホーム）
（3）観光船割引乗船
　　（通常1,500円→500円、乗船口「川の駅新湊」）
（4）ちんどんとバルーンアート　午前10時30分、午後1時
◎万葉線
　午前10時から午後2時までの間で、射水市新湊庁舎前、
新町口でお降りの方に、片道無料券を進呈。

日 時

場 所

網元「大
おお

神
かぐ ら

楽番屋」（新湊勤労青少年ホーム川向い・川の駅
新湊から西方向徒歩2分）を中心に。

交通安全ワンポイント

2月11日（土）
午前10時〜
午後2時

内川十楽の市・
� 「ん！まいもん市」
� ��番屋料理と冬の味わい

必ずシートベル
ト

を着用せよ！シートベルト非着用の実態

死亡したシートベルト非着用67人の座席別

シートベルトをしていないと・・・

過去５年間に富山県内で
四輪自動車に乗車中、死亡した人数　110人
� うちシートベルト非着用　　67人（約61％）

運転席

助手席

後部席

55人 39人

43人

67人

死亡した人数110人

5人 5人

7人 7人

もしシートベル
トをしていたら

55人（76.1%）の方が助
かったといわれています。

シートベルト
非着用

シートベルト
着用

番屋料理・・・
　その日とれた魚を使い
　漁師が朝食べるかぶす汁等


